
3 専門分野

教育内容 授業科目 単 位 時 間

基礎看護学

【13単位】

看護学概論 1 30

共通基本技術 I 1 15

共通基本技術 Ⅱ 1 30

共通基本技術Ⅲ 1 30

日常生活援助技術 I 1 15

日常生活援助技術Ⅱ 1 30

日常生活援助技術Ⅲ 1 30

診療に伴う技術 2 45

フィジカルアセスメント 1 30

臨床看護総論 1 30

看護探究 I 1 15

看護探究Ⅱ 1 30

地域・在宅看護論

【6単位】

地域・在宅看護概論 I 1 15

地域 。在宅看護概論Ⅱ 1 30

地域・在宅看護援助論 I 1 30

地域・在宅看護援助論Ⅱ 1 30

草津市の看護 I 1 15

草津市の看護Ⅱ 1 15

成人看護学

【6単位】

成人看護学概論 1 15

成人看護学援助論 I l 30

成人看護学援助論Ⅱ 1 30

成人看護学援助論Ⅲ 1 15

成人看護学援助論Ⅳ 1 30

クリテイカルケア看護学 1 30



教育内容 授業科目 単 位 時 間

老年看護学

15単位】

老年看護学概論 I 1 15

老年看護学概論Ⅱ 1 15

老年看護学援助論 I 1 30

老年看護学援助論Ⅱ 1 30

リハビリテーション看護 1 15

小児看護学

【4単位】

小児看護学概論 1 30

小児看護学援助論 I 1 15

小児看護学援助論Ⅱ 1 30

小児看護学援助論Ⅲ 1 30

母性看護学

【4単位】

母性看護学概論 1 30

母性看護学援助論 I 1 15

母性看護学援助論Ⅱ 1 30

母性看護学援助論Ш 1 30

精神看護学

14単位】

精神看護学概論 I l 30

精神看護学概論Ⅱ 1 15

精神看護学援助論 I 1 30

精神看護学援助論Ⅱ 1 30

看護の統合と実践

【4単位】

看護管理 1 15

看護医療安全 1 30

災客看護と国際協力 1 30

臨床看護技術演習 1 15

合 計 46 1125



教育内容 授業科目 単 位 時 間

臨地実習

基礎看護学実習 I 1 45

基礎看護学実習Ⅱ 2 90

基礎看護学実習Ⅲ 2 90

地域・在宅看護論実習 I 1 45

地域・在宅看護論実習Ⅱ 2 90

成人・老年看護学実習 I 2 90

成人・老年看護学実習Ⅱ 2 90

成人・老年看護学実習Ⅲ 1 45

成人・老年看護学実習Ⅳ 2 90

成人・老年看護学実習V 1 45

小児看護学実習 2 90

母性看護学実習 2 90

精神看護学実習 2 90

統合実習 2 90

合 計 24 1080



分野 専 F]分野
授業

科 目名
看護学概論

開始

年次
1年 前期

単位数

時間数
1単位 30時 間

1 看護の基本となる概念と看護の対象を理解する。

2.保健医療における看護の役割を理解する。

3.看護職者としての倫理を理解する。

時間 目標 主題 内容 指導方法

4

15

10

1. 看護とイま何かが

理解できる。

2 看護の対象としての

人間が理解できる。

3 看護における倫理に

ついて〕平解できる。

1)看護とは

1)看護の姑象の理解

2)国民の健康状態と生活

3)看護の提供者

1)看護における倫理

(1)看護の本質

(2)看護の役割と機能

(3)看護の機能性 と連携

(1)人間の「こころJと「からだ」

を知ることの意味

(2)生涯発達しつづける存在と

しての人間の理解

(3)人間の「暮らし」の理解

(1)健康のとらえ方

(2)国民の健康状態

(3)国民のライフサイクル

(1)職業としての看護

(2)看護職の資格・養成制度・

就業状況

(3)看護職者の継続教育 とキャ

リア開発

(4)看護職の養成制度の課題

(1)現代社会と倫理

(2)医療をめ ぐる倫理の歴史的

経緯と看護倫理

(3)肴護実践における倫理問題

への取 り組み

講義

講義

演習

講義

演習

1 単位認定試験 :筆記試験 (50%)演習課題 (500/。 )

系統看護学講座 専門分野 基礎看護学 〔1〕 看護学拶先論 医学書院
看護がみえる vol.5 対象の理解I メディックメディア



分野 専門分野
授業

科目名
共通基本技術 I

開始

年次
1年 前期

単位数

時間数
1単位 15時 間

看護実践の基盤となる看護技術とは何かを学ぶ。

人間関係を成立させるためのコミュニケーション技術、対象者に合わせた学習支援について学ぶ。

時間 日標 主題 内容 指導方法

2

10

2

1.看護技術の概念と、

その重要性が理解

できる。

2.看護における効果

的なコミュニケー

ション技術につい

て理解できる。

3.看護における学習

支援の基礎が理解

できる。

1)技術と看護技術

2)看護技術の実践

1)看護におけるコミュニ

ケーション

2)コ ミュニケーション技術

1)学習支援

(1)技術の定義

(2)看護技術の定義・特徴

(1)看護技術を実践するための

要素看護技術の 4つ の原則

安全性 。安楽性

自立性・経済性

(1)看護におけるコミュニケー

ションの意義と目的

(2)コ ミュニケーシヨンの構成

要素と成立過程

① コミュニケーションの構

造とプロセス

②コミュニケーションを阻

害する因子

(1)コ ミュニケーションの種類

①言語的コミュニケーシヨン

②非言語的コミュニケー

ション

(2)看護場面における効果的な

コミュ_ケ ーンヨン技術

①情報収集の技術

②聴く・話す。理解する技術

(3)対人関係の振り返り

①プロセスレコード

② リフレクション

(1)看護における学習支援

(2)対象者に合わせた支援方法

(3)個別指導と集団指導

講義

講義

講義

講義

演習

講義

1 単位認定試験 :筆記試験

系統看護学講座 基礎看護学 〔2〕 基礎看護技術I 医学書院



分野 専門分野
授業

科 目名
共通基本技術Ⅱ

開始

年次
1年 前期

単位数

時間数
1単位 30時間

環境を整える必要性を理解し、対象者にとつて快適な環境を調整できる能力を養う。

医療従事者における感染予防の重要性を理解し、技術が習得できる。

生命活動のサインであるバイタルサイン測定について理解し、技術が習得できる。

時間 目標 主題 内容 指導方法

13

6

10

1 生活環境を調整す
ることの重要性を
理解 し、その方法
が習得できる。

2.感染予防の技術が
習得できる。

3 バイタルサインの

測定技術が習得で

きる。

1)人間の生活と環境

2)健康障害のある人と生

活環境

3)療養環境を整える援助

1)感染防御の基本

2)感染防御の実際

1)バ イタルサイン測定の

意義と基本

2)バイタルサイン測定の

実際

(1)環境とは

(2)環境調整の意義

1

2
3
4
5

病院
病棟
病室

病床
望ましい療養環境
明るさ 音 室内気候
空気・におい 人的環境

(1)環境整備の意義
(2)環境整備の視点
(3)環境整備の実際

《快適な療養環境の整備》
《臥床患者のリネン交換》
《環境見学》

(1)感染の成立と経路

(2)感染予防策
①標準予防策 (ス タンダー

ドプリコーション)

②手指衛生
③個人防護用其 (PPE)
④感染経路別予防策
⑤感染性廃棄物の取り扱い
⑥洗浄・消毒・滅菌の基礎

知識と対策の実際
⑦無菌操作
⑥減菌物の取り扱い

(3)医療施設における感柴管理

《衛生学的手洗い、必要な防護用
具の選択・着脱、無菌操作》

1)バ イタルサインとは
2)体温測定
3)呼吸測定、動脈血酸素飽和度
4)脈 1白沢↓定
5)打li圧 測定

《バイタルサインの測定》

講義

講義

実技演習

講義

実技演習

講義

実技演習

1 単位認定試験 :筆記試験 (700/0)技術試験 (30%)

系統看護学講座 基礎看護学 〔2〕 基礎看護技術 I 医学書院
系統看護学講座 基礎看護学 〔3〕 基礎看護技術Ⅱ 医学書院
看護がみえる vd.1 基礎看護技術 メデイックメデイア
看護がみえる vo1 3 フイジカルアセスメント メデイックメディア



分野 専門分野
授業

科 目名
共通基本技術Ⅲ

開始

年次
1年 後期

単位数

時間数
1単位 30時 間

1.看護過程の基盤となる考え方を学び、看護が取 り扱うべ き問題を判断し介入するための基礎的能力

を養う。

2 人々の健康を守るために必要な臨床判断の基礎的知識を学ぶ。

時 間 目標 主題 内容 指導方法

12

17

1.姑象者の理解と看

護実践の共礎 とな

る看護過程の概念

が理解できる。

2.看護上の問題を解

決するための系統

的思考プロセスの

実際が理解できる。

1)看護過程の概要

2)看護過程の実際

3)看護診断とは

4)看護記録と報告

5)臨床判断の実際

1)事例展開

(1)看護過程とは

(2)看護過程を展開する際に基

盤となる考え方

(3)看護テ里論と看護過程のつな

がり

①ヘンダーソンの看護理論

(1)アセスメン ト

①情報収集と解釈・分析

(2)看護問題の明確化(看護診断)

①看護問題・共同問題

②問題の統合

③問題の優先順位

(3)看護計画の立案

①看護目標

②観察計画・援助計画
・教育計画

(4)実施

(5)評価

(1)看護診断の概要

(1)看護記録の概要

(2)報告の日的と方法

(1)臨床判断のプロセス

①気づき

②解釈

③反応

④リフレクション

(1)看護理論を活用した事例展開

①肺炎事例

②肝がん事例

講義

演習

講義

講義

講義

講義

演習

1 単位認定試験 :筆記試験 (50%)演習課題 (50%)

系統看護学講座 専門分野 基礎看護学 〔2〕 基礎看護技術 I 医学書院

看護がみえる vo1 4 看護過程の展開 メデイックメディア

臨床検査データブック (コ ンパクト版)医学書院

治療薬マニュアル 医学書院



分野 専門分野
授業

科目名
日常生活援助技術 I

開始

年次
1年 前期

単位数

時間数
1単位 15時間

活動・運動と体息・睡眠について理解し、運動と休息の看護について実践するための基礎的能力を養う。

時間 日標 主題 内容 指導方法

9

5

1.活動・運動を支援

する技術が理解で

きる

2 休息・睡眠の援助

が理解できる

1)活動・運動とは

2)ボデイメカニクス

3)安楽な体位・体位変換

4)移動と移送

1)休息・睡眠とは

2)休
`自
、・睡眠の援助

3)リ ラクゼーシヨンを促

す援助

1)活動・連動の意義

2)活動・運動に影響する要因

3)日 常生活動作 。手段的日常

生活動作活動・運動のアセ

スメント

(1)ボデイメカニクスとは

(2)適切なボデイメカニクス

(1)体位の種類・特徴

(2)安楽な体位・姿勢のための

援助

(3)皮膚への圧力を軽減するた

めの援助

褥塘予防のための援助

(4)筋力維持・筋力増強・関節

拘縮予防の援助

《安楽な体位の保持 体位変換≫

(1)移動・移送の援助

≪車椅子・ス トレッチ ャーヘの

移乗、移送≫

(1)休息・睡眠の意義

(2)休虐、・睡眠を阻害する要因

(3)睡眠障害の援助

(1)休
`喜
、・腫眠を促す援助

(1)タ ッチング・マッサージ

呼吸法・筋弛緩法・指圧

(2)弩法の援助

講義

実技演習

実技演習

講義

1 単位認定試験 :筆記試験

系統看護学講座 基礎看護学 〔3〕 基礎看護技術Ⅱ 医学書院

看護がみえる vol l 基礎看護技術 メデイックメデイア



分野 専門分野
授業

科 目″,
日常生活援助技術Ⅱ

開始

年次
1年 前期

単位数

時間数
1単位 30時 間

衣生活と清潔について理解 し、運動と休息の看護について実践するための基礎的能力を養う。

時間 日標 主題 内容 指導方法

29 1 衣生活の意義を理

解 し、衣生活に関

する技術が習得で

きる

2.清潔の意義を理解

し、清潔に関する

技術が習得できる

1)衣生活

2)衣生活の援助の実際

1)身体の清潔

2)清潔の援助の実際

(1)衣生活の意義

(2)衣生活の影響する要因

(3)衣生活のアセスメント

①被服気候

②寝衣や履物の選択

(1)自 立困難な人への寝衣交換

の実施

≪寝衣交換≫

1)清潔の意義

2)清潔に影響する要囚

3)清潔のアセスメント

①皮膚と清潔

②援助の適応のアセスメント

③スキンケアの基本

④援助方法の選択のための

アセスメン ト

(1)自立困難な人への清潔の実施

≪入浴・シャワー浴の介助≫

《陰部のl呆清》

《清拭≫

≪洗髪≫

≪足浴≫ 《手浴≫

講義

実技演習

講義

実技演習

1 単位認定試験 :筆記試験

系統看護学講座 基礎看護学 〔3)基礎看護技術Ⅱ 医学書院

看護がみえる vol l 基礎看護技術 メディックメデイア



分野 専門分野
授業

科目名
日常生活援助技術Ⅲ

開始

年次
1年 後期

単位数

時間数
1単位 30時 間

食事と排泄の意義を理解し、食事と排泄に対する看護を実践するための基礎的能力を養う。

時間 日標 主題 内容 指導方法

29 1.食事と栄養の意義

を理解し、食事に

関する技術が習得

できる

2 排泄の意義を理解

し、排泄に関する

技術が習得できる

1)食事と栄養

2)食事 (経口栄養)の援助

3)経管栄養の援助

4)経静脈栄養法(高 カロリー

輸液、中心静脈栄養)

1)↓

'1泄

2)排泄の援助の実際

(1)食事 と栄養の意義

(2)食事 と栄養に影響する要因

(3)食事 と栄養のアセスメント

(1)食事摂取の自立困難な人ヘ

の援助

<食事介助 (囃下障害のある患

者を除く)、 食事指導>

(1)経管栄養の種類と援助

①経腸栄養剤の種類と留意点

②経管栄養の援助の実際

<経管栄養法による流動食の注入>
<経鼻胃チューブの挿入中の看護>

(1)経静脈栄養法 (高 カロリー輸

旗、中心静脈栄養)の種類

(1)排泄の意義

(2)排泄に影響する要因

(3)つ F泄のアセスメント

(1)自 然な排泄を促す援助

(2)ト イレ・ポータブル トイレ

での排泄の援助

<ポータブル トイレでのつF泄>
(3)床上でのつ卜泄の援助

《尿器での排尿、差 し込み便器

での排便≫

(4)自然な排泄が困難な人への援助

《導尿 または膀脱留置カテーテ

ルの挿入≫

《浣腸》

(5)尿失禁・使失禁がある人へ

の援助

<<お むつ交換≫

講義

演習

演習

講義

講義

講義

演習

実技演習

実技演習

演習

実技演習

1 単位認定試験 :筆記試験

系統看護学講座 基礎看護学 〔3〕 基礎看護技窮fⅡ  医学書院

看護がみえる vd.1 基礎看護技術 メデイックメディア

看護がみえる vo1 2 臨床看護技術 メディックメデイア



分野 専門分野
授業

科 目名
診療に伴う技術

開始

年次
1年 後期

単位数

時間数
2単位 45時 間

1 診察、検査、与楽における看護師の役割を学び、看護を実践するための基礎的能力を養う。

2 様々な治療の概要を理解し、治療を受ける対象者への看護を実践するための基礎的能力を養う。

時間 日標 主題 内容 指導方法

8

13

19

1.診療における看護の

役割が理解できる。

2 与薬の方法に応じた

看護が習得できる。

3 様々な治療方法と

それを受ける対象

者への看護を理解

し、必要な看護技

術が習得できる。

1)診療における看護

2)診察時の看護

3)検査時の看護

1)薬物療法と薬物管理

2)与薬時の看護

3)与薬の実際

1)輸液療法を受ける対象

者への看護

(1)診療における看護の意義

(1)診察時の看護の役割

(2)診祭の準備と介助

(3)診察を受ける対象者への援助

(1)検査における看護師の役割

(2)安全で正確な検査のための

援助と観察

(3)採血の方法と実際

《採血》

(1)薬物療法の意義 と薬物管理

の原貝」

(1)与薬の基本

(2)与薬の種類 と看護
。経口与薬、日腔内与薬

・直腸内与薬 (坐薬)

《直腸内与薬》
・経皮的与薬
・点眼・点鼻・点耳
・吸入

〈超音波ネブライザー〉
・注射 (皮内・皮下・筋肉

静脈内)

。輸血管理

《皮下注射・筋肉注射》

(1)輸液療法とは

(2)輸液療法を受ける姑象者ヘ

の看護

(3)輸液療法の実際

《点滴静脈内注射》

《輸液療法を受ける対象者の

寝衣交換》

講義

実技演習

講義

実技演習

実技演習

講義

実技演習



時間 日標 主題 内容 指導方法

4 4 医療機器の原理と

取 り扱い方を理解

し、操作の実際が

わかる

2)放射線療法を受ける対

象者への看護

3)化学療法を受ける対象

者への看護

4)酸素療法を受ける女ヽl象

者への看護

1)医療機器使用時の看護

(1)放射線療法とは

(2)放射線療法が姑象者に及ぼ

す影響

(3)放射線療法を受ける対象者
への看護

(1)化学療法とは

(2)化学療法が姑象者に及ぼす

影響

(3)化学療法を受ける対象者ヘ

の看護

(1)酸素吸入の適応と方法

(2)非侵襲的陽圧換気

(3)酸素吸入の実際

《酸素ボンベ》

《酸素療法》

(1)医療機器の原理

・ME機器とは
,ME機 器使用のための基

礎知識

・ME機器取 り扱い上の留

意事項

(2)ME機器使用時の看護

(3)医療機器の取 り扱い方 と操

作の実際

・心電計、

ベッドサイドモニター

・輸液ポンプ、

シリンジポンプ

・人工呼吸器

講義

講義

講義

実技演習

講義

実技演習

1 単位認定試験 :筆記試験 (70%)技術試験 (30%)

系統看護学講座 基礎看護学 〔3〕 基礎看護技術Ⅱ 医学書院
看護がみえる vol,1 基礎看護技術 メデイックメデイア

看護がみえる vЫ.2 臨床看護技術 メデイックメデイア

系統看護学講座 基礎看護学 〔4)臨床看護総論 医学書院



分野 専門分野
授業

科 目名
フィジカルアセスメン ト

開始

年次
2年 前期

単位数

時間数
1単位 30時 間

対象者の健康状態を的確に把握するために必要なフイジカルアセスメントに関する基本的な知識と技術

を習得する。

時間 日標 主題 内容 指導方法

29 1,フ ィジカルアセス

メントの意義がわ

かる

2.フ イジカルアセス

メン トの基本技術

がわかる

3.系統別のフイジカ

ルアセスメントが

根拠に基づいて実

施できる

4,事例において知識・

技術 を活 用 した

フィジカルアセス

メントができる

1)フ イジカルアセスメント

1)フ ィジカルイグザミネー

ション

1)呼吸器系のアセスメント

2)腹部のアセスメント

3)循環器系のアセスメント

4)脳・神経系のアセスメント

筋,骨格系のアセスメント

5)フ イジカルアセスメン

トが根拠に基づいて実

施できる。

1)症状・徴侯からのアセ

スメント

(1)ヘ ルスアセスメン トとフイ

ジカルアセスメン トの概念

(2)フ イジカルアセスメン トの

日的

(1)聞 診、視診、触診、打診、

聴診

(1)胸郭と肺のアセスメント

(2)呼吸青のアセスメント

(1)腹都全体のアセスメント

<腹水のアセスメント>

(1)頸部のアセスメント

(2)胸部のアセスメント

(3)末梢循環系のアセスメント

<浮腫のアセススメント>

(1)意識のアセスメント

(2)朋神経のアセスメント

(3)運動機能のアセスメント

(4)反射のアセスメント

(5)感覚機能のアセスメント

《呼吸音の聴取≫

《Jと 音ヽの聴取≫

≪腸嬬動音の聴取≫

≪瞳孔・対光反射の観察≫

《関節可動域の測定》

《膝蓋腱反射の観察≫

《事例の状態か ら必要 な観察、

フィジカルアセス メン ト、緊急

性の判断、リフレクション≫

講義

講義

講義

実技演習

実技演習

1 単位認定試験 :筆記試験

はじめてのフイジカルアセスメント メヂカルフレンド社



分野 専門分野
授業

科目名
臨床看護総論

開始

年次
1年 後期

単位数

時間数
1単位 30時 間

1.病期の考え方について学ぶ。

2.主要症状の特徴を理解 し、症状緩和に向けた看護について理解できる

3 1 2を 統合 して、事例患者の状況に姑 し優先すべき紺応を判断し実践できる。

時間 目標 主題 内容 指導方法

18 1 健康状態の経過に

基づく看護が理解

できる。

2.主要症状 (疼痛、

意識障害、シヨッ

ク、下痢・嘔吐、

浮腫)を示す対象

者の看護が理解で

きる。

1)健康障害を持つ紺象者
への看護

2)急性期の対象者の看護

3)回復期の対象者の看護

4)慢性期の対象者の看護

5)終末期の対象者の看護

1)疼痛のある対象者の特

徴と看護

2)意識障害のある対象者

の特徴 と看護

3)シ ョック状態にある紺

象者の特徴と看護

(1)健康状態の経過

(2)病期の特徴

(1)急性期とは

(2)急性期治療の特徴

(3)急性期対象者のニーズ

(4)急性期にある対象者への援助

(5)急性期にある患者の家族ヘ

の援助

(1)回復期とは

(2)回復期看護の基本

(1)慢性期・慢性疾患 とは

(2)1曼性期治療・看護の特徴

(3)慢性の経過をたどる対象者

への援助

(4)家族への援助

(1)終末期とは

(2)終末期医療・看護の特徴

(3)終末期対象者のニーズ

(4)全人的援助

(5)家族の援助

(6)終末期を生きるということ

(7)死へのプロセス

(1)痛みとは

(2)痛みのアセスメント

(3)痛みが対象者に及ぼす影響

(1)意識障害とは

(2)意識障害のアセスメント

(3)痛みが紺象者に及ぼす影響

(4)意識障害がある対象者の看護

(1)シ ヨツクとは

(2)シ ョックのアセスメン ト

(3)シ ヨックがある対象者の看護

講義



時間 目標 主題 内容 指導方法

11 1.対象者の状況に応

じた援助が実践で

きる。

4)下痢・嘔吐のある射象

者への看護

5)浮腫のある対象者への

看護

1)健康状態の経過に応じ

た看護を考えることが

できる

2)対象者の健康状態の経

過に応 じ、その物で必

要な援助が実践できる

(1)下痢・嘔吐とは

(2)下痢・嘔吐のアセスメント

(3)下痢・嘔吐がある姑象者の

看護

(4)浮腫 とは

(5)浮腫のアセスメント

(6)浮腫がある対象者への看護

(1)対象者の健康状態の経過に

応じた看護 (援助)の検討

(1)援助の実施

(2)リ フレクション

演習

1 終講試験 :筆記試験 (700/0)演 習課題 (300/0)

系統看護学講座 基礎看護学 〔4〕 臨床看護総論 医学書院

看護がみえる vol.5 封象の理解 I



分野 専門分野
授業

科 目名
看護探究 I

開始

年次
1年 前期

単位数

時間数
1単位 15時間

疑間や気づきをもち、思考力を育みつつ看護とは何かを追究する姿勢をもつ

時間 日標 主題 内容 指導方法

6

8

1.看護実践のための

理論について理解

できる

2.看護にまつわる疑問

に気づ き、根拠 を

もって説明できる

1)看護理論の変遷と看護

理論

1)気づきの明確化

2)根拠の探究

(1)看護理論 とは

(看護理論の分析 )

(2)様 々な看護理論 を通 して、

看護とは何かについて考える
。ナイチ ンゲール

・ヘ ンダーソン

・オレム

・ウイーデンバ ック

・ トラベルビー

・ロイ

・ベナー など

(1)リ フレクション

(2)文献の検索・活用

(3)書籍や電子媒体を活用 して

情報の整理をしながら、課

題に対 して取 り組む

講義

演習

講義

演習

1 単位認定試験 :筆記試験 (400/O)、 演習課題 (600/0)



分野 専門分野
授業

科 目名
看護探究Ⅱ

開始

年次
2年 前・後期

単位数

時間数
1単位 30時間

看護実践のための理論的根拠に基づき、看護とは何かを探究 し、今後の看護実践につなげる

時間 日標 主題 内容 指導方法

30 1.看護研究の意義が

理解できる

2 ケーススタデイを

まとめることがで

きる

3 看護について自己

の考えを深め、今

後の看護実践につ

なげる

1)看護石オ究の基本

2)看護研究の進め方

1)ケーススタデイの実際

1)事例の情報の集約

2)根拠を明確化

3)プ レゼンテーション

(1)看護研究とは何か

(2)看護における研究の意義

(3)看護研究の種類

(1)一般的な研究の手順

(2)文献の活用方法

(3)研究計画書の作 り方
・テーマ '日 的の設定

・情報の収集・整理・分析

結論

(4)看護研究のまとめ方

(1)実施した看護実践をケース

スタディとしてまとめる

(1)看護実践に必要な情報の整

理とその根拠について考察

(2)伝わるプレゼンテーション

(3)リ フレクション

今後 どのように看護を実践

してい くか、まで考える

(4)自 己の看護観の整理

講義

演習

演習

1 単位認定試験 :ケ ーススタデイ

わか りやすいケーススタデイの進め方 照林社



分野 専門分野
授業

科 目名
地域・在宅看護概論 I

開始

年次
1年 前期

単位数

時間数
1単位 15時 間

地域・在宅看護の対象と看護の基盤となる概念を学ぶ。

時間 日標 主題 内容 指導方法

2

2

6

4

1 地域・在宅看護の

基盤となる考え方

について理解でき

る

2 人々の健康と暮ら

しを支える仕組み

について理解でき

る

3.地域・在宅看護の

姑象について理解
できる

4 地域・在宅看護実
践の場と看護の役

割について理解で

きる

1)人 々の暮らしの理解

2)地域・在宅看護の役割

1)暮 らしと地域

2)暮 らしと地域を理解す
るための考え方

3)地域包括ケアシステム

の概念

1)地域・在宅看護の対象者

2)家族の理解

1)お もな地域・在宅看護

実践の場と看護

(1)暮 らしとは

(1)地域 ,在宅看護の基盤とな
る考え方

(2)地域 。在宅肴護に求められ
るイ党害J

(1)地域の定義

(2)人々の暮らす地域の多様性

(1)システム理論

(2)シ ステム思考

(1)地域包括ケアシステム

①目的と考え方
②構成要素
③自助・互助・共助・公助

(1)地域による多様性

(2)ラ イフステージによる多様1生

(3)健康レベルの多様性

(1)わが国における家族の現状

(2)わが国における家族とその変遷

①家族の定義
②家族の機能

(3)地域・在宅看護の対象とし
ての家族
①家族システム論
②家族発達論

(1)住 まいで提供される看護

(2)通所サービスの場で提供 さ

れる看護

(3)短期入所サービスの場で提

供される看護

(4)通所 。短期入所・訪間サー

ビスの場で提供される看護

(5)施設サービスの場で提供 さ

れる看護

(6)医療機関で提供される看護

(7)地域の中で提供される看護

講義

講義

講義

演習

講義
演習

1 単位認定試験 :筆記試験

基礎からわかる地域・在宅看護論 照林社

系統看護学講座 地域・在宅看護論 〔1〕 地域・在宅看護の基盤 医学書院

看護がみえる vol.5 姑象の理解 I メデイックメデイア



分野 専門分野
授業

科 目名
地域・在宅看護概論Ⅱ

開始

年次
2年 前期

単位数

時間数
1単位 30時間

地域・在宅看護の実践に必要な法制度や、安全 と健康危機管理について学ぶЭ

地域・在宅看護における看護の役割について学ぶ。

時間 日標 主題 内容 指導方法

6

6

8

1.地域・在宅看護実

践における多職種

連携・協働につい

て理解できる

2,地域 。在宅看護に

かかわる制度とそ
の活用について理

解できる

3 地域での暮らしに

おけるリスクを理

解 し、安全をまも
る看護について理

解できる

1)地域共生社会における

多職種連携・多職種
チームでの協働

2)医療・福祉・介護関係

者との連携・協働

3)医療・福祉・介護関係

者以外 との連携・協働

1)地域・在宅看護にかか

わる医療提供体制

2)訪問看護の制度

3)障害者・難病に関する

法制度

4)権利保障に関連する制度

1)地域での暮 らしにおけ
るリスク

(1)看護師が連携・協働におい

て果たす役割
(2)多職種チームでかかわる意義
(3)地域・在宅看護実践におけ

る多職種チーム

(1)地域共生社会の実現に向け

た連携・協働

(2)地域・在宅看護の現場にお

ける連携・協働

1)地域資源の可視化
2)地域資源の開発システム

3)イ ンフォーマルな資源とフォー

マルな資源の連携・協働

(1)地域・在宅看護にかかわる

医療提供体制

( 1

(2
(3
(4

訪聞看護制度の歩み

訪問看護の姑象者の特徴

訪問看護の利用者と訪門回数

訪問看護ステーシヨンに関

する規定

訪問看護の利用までの手順

訪問看護の費用

訪問看護サービスの提供

ケアマネジメン トと社会資

源の活用

5
6

7
8

(1)障害者総合支援法

(2)難病法

(1
(2
(3
(4
(5

対象者の権利擁護

虐待防止に関する法律

守秘義務

個人情報保護
サービス提供者の権利保護

(1)暮 らしにおけるリスク

(2)暮 らしにおけるリスクの種類

(3)で きる限 り安全に暮 らしつ

づけるための援助

講義

講義

講義

講義

演習



時間 日標 主題 内容 指導方法

9 4 地域・在宅での暮
らしを支える看護
について理解でき
る

2)地域・在宅看護におけ
る安全をまもる看護

3)地域での暮らしにおけ
る災害姑策

1)暮 らしの場で看護をす
るための′と、構え

2)セルフケアを支える対話
コミュ_ケーンヨン

3)地域 。在宅看護におけ
る家族を支える看護

(1)療養者の暮 らしを取 り巻 く
リスクと安全対策

(2)地域・在宅看護実践におけ

るリスクマネジメント

(3)地域・在宅看護における看護

師への暴力・ハラスメント

(1)暮 らしと災害
(2)地域 。在宅看護と災害対策

(1)地域・在宅看護実践とは

(2)地域・在宅看護実践に欠か
せない要素

(1)対 象者 と看護師のパー ト
ナーシップ

(2)対象者と看護師の紺話・コ

ミュニケーション

(1)家族のアセスメントのポイ
ント

(2)家族の支援

講義

演習

l 単位認定試験 :筆記試験

系統看護学講座 地域・在宅看護論 〔1〕 地域 。在宅看護の基盤 医学書院
系統看護学講座 地域・在宅看護論 〔2〕 地域・在宅看護の実践 医学書院
看護がみえる vo1 5 姑象の理解 I メディックメディア



分野 専門分野
授業

科目名
地域・在宅看護援助論 I

開始

年次
2年 後期

単位数

時間数
1単位 30時 間

地域における暮らしを支える看護実践について学ぶ。

時間 日標 主題 内容 指導方法

2

2

4

4

2

1 地域における暮ら

しを支える看護実

践について理解で

きる。

1)療養環境調整に関する

地域・在宅看護技術

2)活動・休泡、に関する地

域・在宅看護技術

3)食生活・囃下に関する

地域・在宅看護技術

4)つ FI世に関する地域・在

宅看護技術

5)清潔・衣生活に関する

地域・在宅看護技術

(1)地域・在宅看護における療

養環境調整

(2)療養環境のアセスメント

(3)療養環境調整の実際

(1)暮 らしにおける活動・休息

とその援助

(2)活動に関する地域・在宅看

護技術

(3)休瘤、に関する地域・在宅看

護技術

(1)在宅での食生活の特徴

(2)食生活・囃下に関するアセ

スメント

(3)経 口摂取の援助

(4)経管栄養法を受ける療養者

の援助

(5)在宅中心静脈栄養法 (HPN)

を受ける療養者の援助

(1)暮 らしにおける排泄 とその

援助

(2)排泄のアセスメント

(3)援助の実際

①失禁の援助、便秘のケア

②尿道留置カテーテルの管

理 とケア

③ストーマの管理とケア

④腹膜透析の管理とケア

(1)暮 らしにおける清潔・衣生

活とその援助

(2)清潔・衣生活におけるアセ

スメント

(3)在宅における清 i繁 ・衣生活

の援助の実際

講義

演習



時間 日標 主題 内容 指導方法

2

5

4

4

6)苦痛の緩和・安楽確保

に関する地域・在宅看

護技術

7)呼吸・循環に関する地

域・在宅看護技術

8)創傷管理に関する地域・

在宅看護技術

9)与薬に関する地域・在

宅看護技術

(1)暮 らしにおける苦痛 と安楽

への援助

(2)苦痛と安楽のアセスメント

(3)苦痛 と安楽に関する援助の

方法・アセスメント

(1)暮 らしにおける呼吸・循環

とその援助

(2)呼吸のアセスメント

(3)循環のアセスメント

(4)援助の方法

(5)呼吸・循環における医療管テ早

レベルの高い療養者の援助

①在宅酸素療法 (HOT)

②在宅人王呼吸療法 (HMV)

(1)テ ープ類による皮膚 トラブ

ルの予防とケア

(2)褥塘の予防とケア

(3)ス キンテアの予防とケア

(1)地域 。在宅における与薬

(2)アセスメントのポイント

(3)与薬方法ごとのアセスメント

(4)化学療法・放射線療法への

援助

(5)イ ンスリン療法への援助

1 単位認定試験 :筆記試験

系統看護学講座 地域・在宅看護論 〔1〕 地域・在宅看護の基盤 医学書院

系統看護学講座 地域・在宅看護論 〔2)地 域・在宅看護の実践 医学書院

知識が身につく!実践できる !よ くわかる在宅看護 学研



分野 専 F]分野
授業

科 目名
地域・在宅看護援助論 H

開始

年次
2年 後期

単位数

時間数
1単位 30時 間

地域・在宅看護における時期別の看護 と、看護を実践するための基礎的知識を学ぶ。

時 間 日標 主題 内容 指導方法

14

15

1 地域 。在宅におけ
る時期別の看護に
ついて理解できる

2 地域・在宅看護の

展開方法が理解で

きる

1)在宅療養移行期の看護

2)在宅療養安定期の看護

3)急性増悪期の看護

4)終末期の看護 (グ リー

フケアを含む

5)在宅療養終了期の看護

6)精神疾患への看護

1)地域・在宅看護におけ
る看護過程

2)地域・在宅看護過程の

展開方法

3)地域・在宅看護におけ
る看護過程の展開

4)地域・在宅看護におけ
る臨床判断の実際

(1)在宅療養移行期とは

(2)在宅療養移行期のお もな看

護 目標
(3)在宅療養移行期のおもな看

護計画

(1)在宅療養安定期 とは

(2)在宅療養安定期のおもな看

護目標

(3)在宅療養安定期のおもな看

護計画

1)急性増悪期とは

2)急性増悪期のおもな看護日標
3)急性増悪期のおもな看護計画

(1)終末期とは

(2)終末期のおもな看護日標

(3)終末期のおもな看護計画

(1)在宅療養終了期とは

(2)在宅療養終了期の看護

(1)精神科訪問看護の実際

(1)看護過程 とその意義

(2)地域・在宅看護における看
護過程の基本

(3)地域・在宅看護における看
護過程の展開

(1)地域・在宅看護過程の特徴

(2)地域・在宅看護過程におけ
る情報収集とアセスメント

(3)地域・在宅看護過程におけ
る看護 日標の設定・計画

(4)地域・在宅看護の実施と評価

(1)事例展開

(1)事例展開

講義

講義
演習

1 単位認定試験 :筆記試験

系統看護学講座 地域・在宅看護論 〔1〕

系統看護学講座 地域・在宅看護論 〔2〕
地域・在宅看護の基盤 医学書院

地域・在宅看護の実践 医学書院



分野 専門分野
授業

科目名
草津市の看護 I

開始

年次
1年 前期

単位数

時間数
1単位 15時 間

1 地域で生活する人々の暮らしについて理解 し、その実際に触れることで暮 らしが健康に与える影響

を学ぶ。

時間 日標 主題 内容 指導方法

1

2

8

3

1 草津市で生活する

人々の「健幸づ く

り」につながる暮

らしについて理解

できる。

2 暮らしが「健幸」に

与える影響を理解で

きる。

1)草津市で暮らす人々と

生活環境を知る

2)草津市の生活環境が健

幸に与える影響につい

て考える

1)草津市のl'比要

(1)地域住民の特徴の理解

(2)生活環境の理解

2)「健康創造都市草津」の概要

(1)全世代共通の健幸づくり

(2)世代ごとの健幸づくり

(3)支え合いのまちづくり

(4)行動変容につながるまち

づくり

1)生活環境が人々の健幸に与

える影響

(1)地域での暮 らしにおける

リスクと紺策

講義

特別講義

演習

フイールド

ワーク

演習発表

1 単位認定試験 :課題評価、レポー ト

基礎からわかる地域・在宅看護論 照林社

系統看護学講座 地域・在宅看護論 〔1〕 地域・在宅看護の基盤 医学書院



分野 専門分野
授業

科 目名
草津市の看護Ⅱ

開始

年久
2年 後期

単位数

時間数
1単位 15時間

草津市で暮らす健康レベルの高い対象の健幸に関する課題を明確にし、自助の支援につながる看護が実
践できる。

時間 日標 主題 内容 指導方法

5

6

4

1 草津市でくらす人々

の健幸に関する現状

と課題について調べ

理解できる。

2.草津市で暮らす健

康レベルの高い対

象へ 自助 の支援

(予 防行動)に つ

ながる看護の実践

ができる。

3 草津市で暮 らす

人々の健幸に関す

る課題への取り組

みの必要性とその

意味について理解

できる。

1)健康に紺する意識や生

活の実際を理解

1)健康レベルの高い対象
への自助の支援 (予 防

行動)につながる看護

の計画と実施

1)「健幸教室」実施後の評

価と学びへの意味づけ

(1)看護師が健康な対象と関わ

ることの意義

(2)統計データの収集と理解

①草津市のデータ把握

②全国のデータ把握

(3)草津市が行っている取 り組

みの実際を理解

(4)イ ンタビューの実施

①健康に対する意識

②生活の実際

(1)「 健幸数室」実施に向けて

の計画立案

(2)「健幸教室」リハーサル

(3)「健幸教室」の実施

(4)リ フレクション

(1)「 健幸教室」実施の振 り返

りと評価

(2)学びへの意味づけ

講義

1寅習

フイールド

ワーク

演習

フィールド

ワーク

演習

1 単位認定試験 :課題評価、レポー ト

基礎からわかる 地域 ,在宅看護論 照林社



分野 専門分野
授業

科目名
成人看護学概論

開始

年次
1年 後期

単位数

時間数
1単位 15時 間

生 成人の生活と健康について理解できる

2 成人各期の健康の銀持・増進や疾病の予防について基本的な知識を学ぶ

3 がん患者と家族への看護を実践するための基礎的能力を養う

時間 目標 主題 内容 指導方法

14 1 成人の特徴と生活

がナ当!解できる

2 成人期における健

康の保持・増進や

疾病の予防につい

て理解できる

3.がん患者と家族ヘ

の看護を理解する

1)成人期の発達課題の特徴

2)成人をとりまく環境

1)生活習慣に関連する健

康課題

2)職業に関連する健康課題

3)ス トレスに関連する健康

課題

1)AYA世代 におけるが

ん看護

(1)成人の定義

青年期・壮年期・向老期の

身体的・心理・社会的特徴

(2)ラ イフサイクルからみた成

人期

(3)社会との相互作用からみた

成人期

家族形態と機能

生活様式

(1)社会状況の変化

家族をめぐる状況

仕事をめぐる状況

日常生活スタイルの変化

環境問題の深刻化

死生観の変容

(1)生活習慣病の要因

(2)健康問題の現状と推移

(3)生活習慣の是正

(1)就労条件・環境 と疾病 との

関係

(2)職業性疾患の要因と健康診

断の受診行動

(1)ス トレス関連疾患の要囚

(2)ス トレス対処行動

(1)AYA世代の特徴

(2)がん患者 と家族の抱える苦

悩と生活上の困難

(3)がんとの共生 と社会参加ヘ

の支援

(就労条件・環境調整、社会

参加を促す要因と阻害因子)

講義

1 単位認定試験 :筆記試験

NICE成 人看護学 成人看護学概論 南江堂

系統看護学講座 成人看護学 〔1〕 成人看護学総論 医学書院

国民衛生の動向 厚生労働統計協会

看護がみえる vol.5 対象の理解 I メデイックメデイア



分野 専 P号 分野
授業

科 目名
成人看護学援助論 I

開女台

年次
2年 前期

単位数

時間数
1単位 30時 間

1.呼吸機能障害のある成人期の対象者の看護を理解する

2 循環機能障害のある成人期の対象者の看護を理解する

3 呼吸・循環機能障害のある周手術期の対象者の看護を理解する

時間 目標 主題 内容 指導方法

8

1 循環機能障害のあ

る対象者の看護が

理解できる

2.呼吸機能障害のあ

る対象者の看護が

理解できる

1)原因と障害の程度のア

セスメントと看護

2)検査 ,処置を受ける息

者への肴護

3)治療を受ける患者への

看護

4)病期や機能障害に応 じ

た看護

1)原医lと 障害の程度のア

セスメントと看護

2)検査・処置を受ける患

者への看護

3)治療を受ける患者への

看護

4)病期や機能障害に応 じ

た看護

(1)主要症状に対する看護

(胸 痛、動悸、浮腫、呼吸

困難、チアノーゼ、失神、

四肢の疼痛)

(1)心電図、心血管超音波、血

管造影、心臓カテーテル

(1)経皮的冠動脈形成術 (PCI)

(2)冠動脈バイパス術 (CABG)
(3)弁置換術・弁形成術

(4)大動脈内バルーンパ ンピン

グ (IABP)

(5)ペースメーカー

(6)植 え込み型除細動器

(7)血栓溶解療法 ,血栓除去術

(1)心不全

(2)虚血性心疾患

(3)弁膜症

(4)不整脈

(5)閉塞性動脈硬化症 (下肢動

脈塞栓症)

(1)主要症状に対する看護

(咳 嗽・略痰、血痰・喀血、

胸痛、呼吸困難、チアノーゼ)

(1)動脈血血液ガス分析、呼吸

機能検査、気管支鏡検査、

胸腔穿刺、肺生検

(1)酸素療法、非侵襲的陽圧換

気、侵襲的陽圧換気、肺切

除術、吸入による薬物療法、

薬物療法

(1)肺癌、中皮腫

(2)肺炎、気管支炎、胸膜炎

(3)慢′
l生閉塞性肺疾患 (copd)

(4)気管支喘息

講義

講義



時間 日標 主題 内容 指導方法

13 5)肺癌の周手術期の対象

者の看護

(1)周手術期における対象者の

看護 (周手術期の事例展開)

。標準看護計回F
・呼吸を整える援助

体位 ドレナージ

《口腔内・鼻腔内吸引》

《気管内吸引》
・(低圧持続吸引)

。(創傷処置〉

演習

実技演習

1 単位認定試験 1筆記試験 (75%)演習課題 (25%)

系統看護学講座 成人看護学 〔2〕 呼吸器 医学書院

系統看護学講座 成人看護学 〔3〕 循環器 医学書院

看護がみえる v。1.2 臨床看護技術 メデイックメデイア



分野 専門分野
授業

科目名
成人看護学援助論Ⅱ

開始

年次
2年 後期

単位数

時間数
1単位 30時 間

1.内部環境 (体液量、電解質、酸端基平衡)調節機能障害、排尿機能障害、代謝障害・内分泌機能障

害がある患者への看護を理解する

2 生活習慣をセルフマネジメントする為に、息者教育を実践するための基礎的能力を養 う

時間 目標 主題 内容 指導方法

29 1,排尿機能障害、内

部環境 (体液量、

電解質、酸塩共平

衡)調節機能障害
のある対象者の看

護を理解する

2.内部環境調節 (血

糖)機能障害、代

謝・内分泌機能障

害のある対象者の

看護を理解する

1)原因と障害の程度のア
セスメントと看護

2)検査・処置を受ける患
者への看護

3)治療を受ける息者への

看護

4)病期や機能障害に応 じ
た看護

1)原因と障害の程度のア
セスメントと肴護

2)検査・処置を受ける息

者への看護

3)治療を受ける患者への

看護

4)病期や機能障害に応 じ

た看護

(1)主要症状に対する看護

(畜尿 。つF尿障害、体液量調

整機能障害・酸塩基平衡調

整機能障害 :腎性浮腫、腎

性高血圧)

(1)尿 流動態検査、残尿検査、

膀脱鏡

(2)静脈性尿路造影、腎生検

(1)膀肌切除術、前立腺切除術、

ホルモン療法

(2)食事療法、急性期持続血液

濾過透析、血液検査、腹膜

検査、腎移植

(1)腎・尿路結石

(2)腎癌、膀肌腫瘍

(3)前立腺肥大

(4)急性腎不全、慢性腎不全、

慢性腎臓病

(5)腎移植術後

(1)主要症状に対する看護

(高血糖・低血糖、代謝機障

害、甲状腺機能障害、副腎

機能障害、下垂体機能障害)

(1)糖負荷試験、自己血糖測定

(2)ホルモン血中・尿中濃度測

定、ホルモン員荷試験

(1)イ ンスリン補充療法、糖尿

病経口薬による治療、食事

療法・運動療法

(2)甲状腺ホルモン療法、甲状

腺切除術

(1)1型糖尿病、 2型糖尿病

(2)甲状腺機能克進症・低下症

(3)高 尿酸血症、脂質異常症、

月巴満のある対象者への看護

講義

1寅 習

1 単位認定試験 :筆記試験 (800/c)演 習課題 (20%)

系統看護学講座

系統看護学講座

成人看護学 〔8〕

成人看護学 〔6〕

腎・泌尿器 医学書院

内分泌・代謝 医学書院



分野 専門分野
授業

科 目名
成人看護学援助論Ⅲ

開始

年次
2年 後期

単位数

時間数
1単位 15時間

運動機能障害のある対象の看護を実践するための基礎的能力を養う

時間 日標 主題 内容 指導方法

14 1 運動機能障害のあ

る対象者への看護

がテ里解できる

1)原因と障害の程度のア

セススメントと看護

2)検査・処置を受ける息

者への看護

3)治療を受ける思者への

看護

4)病期や機能障害に応 じ

た看護

(1)姿勢機能障害、移動機能障

害、作業機能障害

(2)生命、生活への影響

(1)関節可動域検査、徒手筋力

テス ト

(2)脊髄造影、椎間板造影

(3)膝関節鏡

(4)神経ブロック

(1)ギプス固定

(2)牽引法

(3)人工関節置換術

(1)関節 リウマチ

(2)変形性関節症

(3)椎間板ヘルエア

(4)四肢切断後

(包帯法〉

(5)骨折

(6)脊髄損傷

講義

演習

1 単位認定試験 :筆記試験

系統別看護学講座 成人看護学 〔10〕 運動器
NICE成 人看護学 リハビリテーシヨン看護

医学書院

南江堂



分野 専門分野
授業

科目名
成人看護学援助論Ⅳ

開始

年次
2年 前期

単位数

時間数
1単位 30時間

1 栄養・代謝機能障害、消化・吸収機能障害、造血機能障害のある成人期の看護の役割を理解する

2 終末期および緩和ケアを必要とする紺象者・家族への看護を実践するための基礎的能力を養う

時間 日標 主題 内容 指導方法

14

10

5

1 栄養,代謝機能障害、

消化・吸収機能障

害のある対象者の

看護を理解する

2 身体防御機能障害

(造 血機 能障害 )

ある対象者の看護
を理解する

3 終末期および緩和
ケアを必要とする

とする対象者への

看護を理解する

1)原因と障害の程度のア
セスメントと看護

2)検査・処置を受ける息

者への肴護

3)治療を受ける息者への

看護

4)病期や機能障害に応 じ

た看護

1)原 因と障害の程度のア
セスメントと看護

2)検査・処置を受ける患

者への看護

3)治療を受ける患者への

看護

4)病期や機能障害に応じ
た看護

1)緩和ケアを必要とする

患者と家族

(1)主要症状に財する看護

(咀疇・囃下障害、消化管

機能障害、膵液分泌障害、

胆汁分泌障害、肝機能障害)

(1)上部消化管内視鏡、大腸内

祝鏡、内祝鏡的逆行性胆管

膵管造影,消化管造影、造影
CT,MRI、 直腸診

(2)腹部超音波、肝生検、腹腔鏡

(1)薬物療法

(2)血管塞栓療法

(3)手術療法

(4)ド レナージ術

(5)栄養療法

(1)肝炎・肝硬変・肝癌

(2)舌癌、咽頭癌、喉頭癌

(3)食道癌・胃癌

(4)大腸痛、結腸癌

(5)人工肛門増設後

(6)潰瘍性大腸炎・クローン病

(7)胆石症

(8)膵炎

(1)主要症状に対する看護

(皮 膚粘 ,莫 障害、免疫機能

障害、骨髄機能障害)

(1)骨髄穿刺

(1)免疫抑制薬

(2)ス テロイ ド療法

(3)造血幹細胞移植

(1)血液悪性疾患 (白 耳L病 、悪

性 リンパ腫)の病期に応 じ

た対象者の看護

がん患者

1曼性心不全患者

慢性呼吸不全患者

慢性疼痛がある思者

(1
(2
(3
(4

講義

演習

講義

演習

特別講義



時間 日標 主題 内容 指導方法

2)エ ンドオブ・ライフ・

ケア

3)臨死期の看護

(1)苦痛緩和 と意思決定支援

(2)ア ドバンスケアプランニング

(3)家族ケア (予期悲嘆に対す

るアセスメントとケア)

(1)身体的・精神的ケア

(2)家族の悲嘆へのケア、代理

意思決定支援

1 単位認定試験 :筆記試験 (75%)演習課題 (25%)

系統看護学講座

系統看護学講座

系統看護学講座

成人看護学 〔5〕 消化器 医学書院
成人看護学 〔4〕 血液・造血器 医学書院
別巻 緩和ケア 医学書院



分野 専門分野
授業

科 目名
クリテイカルケア看護学

開始

年次
2年 前期

単位数

時間数
1単位 30時 間

クリテイカルな状況にある成人期・老年期の対象への看護を学ぶ。

時間 日標 主題 内容 指導方法

10

19

1.ク リテイカルケア

を必要とする対象
に必要な看護につ

いて理解できる。

2.手術療法を受ける

対象の看護につい

て理解できる。

1)ク リテイカルケア看護
とは

2)ク リテイカルな状況に

陥りやすい疾患や治療

1)手術療法とは

2)周術期の紺象者の看護

(1)ク リテイカルケア看護の特性

(2)ク リテイカルケアを必要 と

する対象の特徴
・成人期の対象者とその家族
・老年期の対象者とその家族

(3)ク リテイカルケアにおける

看護の役割とチーム医療

(4)ク リテイカルケア看護と倫理

(1)重篤な急性疾患
・感染症など

(2)重篤な外囚性の疾患
・外傷、熱傷、中毒など

(3)慢性疾患の急性憎悪

(4)手術による過大侵襲

(1)手術療法と麻 W十
七

・近年の手術の特徴
・手術方法による影響
・麻酔と主な合併症

(1)周術期にある対象の特徴
・成人期の対象者とその家族
・老年期の対象者とその家族

(2)術前の看護
・術後合併症のリスクアセ

スメントと援助
・意思決定への支援
・心理面への援助

(3)術中の看護
・手術室看護師の役割
・麻酔による看護
・手術体位による影響
・手術終了時の看護

(4)術後の看護
・生体反応 と回復過程
・術後日数に応 じた合併症
。合併症予防と観察
・術後の疼痛管理
・術後の機能障害や生活制

限への看護 (早期離床 )

(5)術後の継続看護

講義

1 単位認定試験 :筆記試験

系統看護学講座 別巻 クリティカルケア看護学 医学書院
ナーシング・グラフイカ 成人看護学④ 周術期看護 メデイカ出版



分野 専 P号 分野
授業

科 目名
老年看護学概論 I

開始

年次
1年 後期

単位数

時間数
1単位 15時 間

老年期を生きる人々の特徴や、くらしと健康について学ぶ。

時間 日標 主題 内容 指導方法

10

4

1.老年期 を生 きる

人々の特徴が理解

できる。

2.高齢者のくらしと

健康について理解

できる。

1)ラ イフサイクルにおけ

る老年期

2)加齢に伴う変化

3)生活の変化

1)高齢者の健康の特徴

2)高齢者の人生の質の保障

3)高齢者の多様性

(1)高齢者の定義

(2)老年期の発達課題

(3)力B齢 と老化

(4)高齢者に関する統計

《 高齢者耗似体験 》

(1)加齢に伴う身体機能の変化

(2)加齢に伴う精神機能の変化

(3)加齢に伴う社会的機能の変化

(4)身体・精神・社会面の相互作用

(1)生活の場

(2)生活時間

(3)就労・雇用

(4)経済状況・家計の状況

(5)社会活動 。家計の状況

(6)家族構成の特徴

(7)住宅環境

(1)老年症候群

(2)フ レイル

(3)サ ルコペニア

(4)ロ コモテイブシン ドローム

(1)ノ ーマライゼーシヨン

(2)自 立支援 とエンパワメント

(1)高齢者のライフヒス トリー

(2)生活史・価値観

講義

演習

1 単位認定試験 :筆記試験

系統看護学講座 専門分野Ⅱ 老年看護学 医学書院

看護がみえる vol.5 紺象の理解 I メデイックメディア

国民街生の動向 厚生労働統計協会



分野 専門分野
授業

科 目名
老年看護学概論Ⅱ

開始

年次
2年 前期

単位数

時間数
1単位 15時間

老年期を取 り巻 く社会における施策の現状と課題をお、まえ、老年看護の果たす役割について学ぶ。

時間 日標 主題 内容 指導方法

2

6

4

2

1 高齢者をとりまく

社会保障制度が理

解できる。

2.老年看護の基本が

理解できる。

3.老年看護における

倫理的問題につい

て自己の考えを目月

確にできる。

4 老年看護の目標と

役割が理解できる。

1)高齢者を取 り巻 く社会

朱障制度

1)老年看護の基本

1)老年看護の倫理的問題

と権利擁護

1)老年看護の日標と役割

(1)高齢者の療養生活と医療制度

(2)高齢者の介護・福祉施策

(1)老年看護の特徴

①安全・安楽な生活の援助

②健康保持増進と廃用症候

群の予防

③疾病の治癒・回復の特徴

に応じた看護

④イ固別の日常生活能力、日

標にあわせた看護

⑤人生の統合をはかる看護

⑥家族との協働

⑦安全管理

③多職種連携

⑨地域包括ケアシステム

(2)老年看護に活用できる概念・

理論

(1)高齢者差別

(2)高齢者虐待

(3)安全確保 と身体拘束

(4)高齢者の権利擁護

(5)高齢者の意思決定

(6)高齢社会を取 り巻 く施策の

現状 と課題

(1)老年看護の目標

(2)保健医療福祉制度の変化に

伴う看護の役割

講義

講義

講義

演習

講義

1 単位認定試験 :筆記試験

系統看護学講座 専門分野Ⅱ 老年看護学 医学書院

国民衛生の動向 厚生労働統計協会

公衆衛生がみえる メディックメディア

看護がみえる vo1 5 姑象の理解 I メディックメデイア



分野 専門分野
授業

科 目名
老年看護学援助論 I

開始

年久
2年 前期

単位数

時間数
1単位 30時 間

老年期の特徴を理解し、生活を整えるための看護を理解する。また、老年期に多い疾忠に対する治療を

受ける高齢者の看護が理解できる。

時間 日標 主題 内容 指導方法

10

4

9

6

1 高齢者の生活を支
える看護が理解で
きる。

2.褥塘のある高齢者
の看護が理解でき
る。

3.認知症のある高齢
者の看護が理解で
きる。

4.高齢者の終末期に
おける看護が理解
できる。

1)高齢者の生活アセスメ
ント

2)活動と休息

3)コ ミュニケーション

4)歩行・移動・姿勢保持

5)清潔・衣生活
(身 だしなみ)

6)食生活

7)排泄

1)褥着発生の要因とイ辱塘
のアセスメン ト、予防
ケア

2)褥着に対する治療処置

1)認知症のある人への看護

1)終末期の看護

(1)国際生活機能分類「ICF」

(2)総合機能評価「CGAJ
(3)基本的日常生活動作「ADL」

と手段的日常生活動作「IADL」

(1)活動 と休息のアセスメント
と生活リズムの調整

(1)コ ミュニケーション能力と阻
害する要因のアセスメント

(2)コ ミュニケーシヨンの方法

(1)歩行・移動・姿勢気持のア
セスメントと援助の方法

(2)転倒の影響、要因、予防

(1)清潔行為 と更衣動作のアセ
スメントと援助の方法

1)食生活のアセスメント
2)囃下能力、嗜好性、環境 を

ふまえた援助

(1)排泄のアセスメントと排泄
能力に応 じたケア用具を用
いた援助

(1)高齢者に起こりやすいスキ
ントラブル

(2)痒みと皮膚のアセスメント

(3)褥塘のアセスメントと予防ケア

(1)重症のイ辱・盾に対する治療処置

1

2
3
4
5
6

) 加齢による認知症の病態 と

要因
コミュニケーシヨンの方法
行動・′じヽ理症状と生活への影響
認知症の治療 と援助・予防
認知症の療法的アプローチ

認知症高齢者の家族への支
援 とサポー トシステム

(1)終末期の捉え方
(2)身体特徴のアセスメント

(3)苦痛の緩和 と安楽
(4)家族への援助

講義

講義
演習

講義

1 単位認定試験 :筆記試験

系統看護学講座 専門分野 老年看護学 医学書院

系統看護学講座 専門分野 老年看護 病態・疾患論 医学書院



分野 専 F号 分野
授業

科 目名
老年看護学援助論Ⅱ

開始

年次
2年 前期

単位数

時間数
1単位 30時間

老年期における特徴的な疾患、加齢変化に伴う症状や障害について理解する。また、その看護や予防に

ついて理解することができる

時間 日標 主題 内容 指導方法

12

2

15

1.高齢者特徴的な症

侯・疾患・障害と

看護が理解できる。

2.治療を受ける高齢

者への看護が理解

できる。

3.脳・神経機能障害

のある対象者の看

護が理解できる。

1)高齢者に特徴的な症候

と疾患

1)莱物治療の看護

1)原因と障害の程度のア

セスメントと看護

2)検査 。処置を受ける患

者への看護

3)治療を受ける患者への

看護

(1)視覚障害、聴覚障害

(2)摂 食・疎下障害、低栄養、

脱水症

(3)睡 H民障害、せん妄

(4)う つ病

(5)パーキンソン症候群

(6)感染症

(7)廃用症候群

(1)加齢に伴う英物動態の変化

(2)服薬管理とリスクマネジメント

(3)薬物療法を受ける高齢者ヘ

の看護

(1)主要症状に対する看護

①生命維持活動調節機能障害

(意 識障害・頭素内圧克

進症状)

②運動・感覚機能障害

(運動失調・不随意運動・

運動麻痒・感覚障害)

③言語機能障害

(失語・構音障害)

④高次脳機能障害

(注意・記憶障害)

(1)脳波検査、髄液検査、脳血

管造影

(1)開頭術、穿頭術、血管バイ

パス術、血管内治療、脳室

ドレナージ術、脳 室‐腹腔

シャント術、低体温療法

講義

1寅 習

講義

演習



時間 目標 主題 内容 指導方法

4)病期や機能障害に応じ

た看護

(1)脳血管障害 (大脳、小脳 )

(2)脳腫瘍  (大脳、 ′lヽ脳 )

(3)脳炎、髄膜炎

(4)頭部外傷

(5)脳梗塞の事例を用いて事例

展開

1 単位認定試験 :筆記試験 (70%)演習課題 (30%)

系統看護学講座 専門分野 老年看護学 医学書院

系統看護学講座 専門分野 老年看護 病態・疾患論 医学書院

系統看護学講座 成人看護学 〔7〕 月酋・神経 医学書院



分野 専門分野
授業

科目名
リハビリテーシヨン肴護

開始

年次
2年 前期

単位数

時間数
1単位 15時 間

成人期・老年期のあらゆる健康状態の人に対して、ッと、身の回復過程を理解し、個の特性に応じて生きる

ことを支えQOLを高めるための看護の基本について学ぶ。

時 間 日標 主題 内容 指導方法

14 1.リ ハビリテーシヨ

ン看護の意義が理

解できる。

2.リ ハビリテーショ

ン看護の展開に必

要な概念が理解で

きる。

3 リハビリテーシヨ

ン看護の今後が理

解できる。

1)リ ハビリテーシヨン看

護の基礎知識

2)生活機能障害のある人

とその家族の理解

1)リ ハビリテーシヨン看

護の目的

2)対象との関係性

3)専門職連携

4)QOLの 各 レベルと回

復過程に応じた看護

5)看護の倫理とリハビリ

テーション看護

1)看 護の場 とリハ ビリ

テーション

2)こ れか らの リハ ビリ

テーション看護

(1)障害とリハ ビリテーシヨン

の歴史 (ICFの活用)

(2)専門職の役割と機能

(3)看護の場とその役割

(1)障害とともに生きる

(2)社会化と文化統合

(3)障害と加齢

(1)QOL
(2)「 ジリツ」とセルフケア支

援

(1)動機と主体性

(2)協働的パー トナーシツプ

(3)相互作用と意味ある世界

(1)動 きやすい環境 と看護

(2)ADLと 評価

(1)生 命・生活 。人生 。福祉用

具と住環境

(2)急性期 ,回復期・生1舌期

(1)看護の専門性

(2)患者の尊厳 と倫理的葛藤

(1)療養の場と看護の継続

(2)地域包括ケアにおけるリハ

ビリテーシヨン看護の役割

(1)対象の高齢化

(2)地域 リハ ビリテーシヨン体

制の充実と強化

講義

1 単位認定試験 :筆記試験

看護学テキス トNICE リハビリテーシヨン看護  南江堂



分野 専門分野
授業

科 目名
小児看護学概論

開始

年次
2年 前期

単位数

時間数
1単位 30時 間

1 子どもと家族を取 り巻 く環境を理解 し、健康を支えるための看護に必要な基礎的能力を養 う。

2.子 どもの成長・発達を理解 し、子どもと家族への看護に必要な基礎的能力を養う。

時間 日標 主題 内容 指導方法

9

8

2

10

1 小児看護の特徴と

理念について理解

できる

2 子どもと家族を取

り巻 く社会につい

て理解できる

3.子 どもの成長・発

達が理解できる

4 子どもの発達段階

の特徴と看護が理

解できる

1)子 どもの理解と小児看

護の役割

2)小児医療・小児看護の

変遷と課題

3)子 どもの権利

1)子 どもに関する法律と

政策

1)子 どもの成長・発達とは

2)子 どもの成長・発達の

アセスメント

1)小児期における成長

発達の特徴

(1)小児看護の紺象

(2)小児看護の目標と役割

1

2

3

小児医療の変遷

小児看護の変遷

小児看護の課題

(1)小児医療における子 どもの

権利の変遷

(2)小児医療 ,小児看護におけ

る倫理的配慮

(3)子 どもの権利擁護 (ア ドボ

カシー)

(1)小児と家族の諸統計

(2)児童福祉

(3)母子保健

(4)医療費の支援

(5)予防接種

(6)学校保健

(7)特別支援教育

(1)成長・発達の概念

(2)成長発達の原則

(3)成長発達に影響する因子

(4)発達課題 と発達理論

(1)形態的成長と機能発達の評価

2

3

4

1

2

3

4

)指数による身体発育の評価

)発達検査

)心理・社会的発達の評価

乳児

幼児

学童期

思春期

講義

演習

講義

演習

講義

講義

演習



時間 日標 主題 内容 指導方法

2)小児期における療育お

よび看護

(1)乳児の養育及び看護

①日常生活の自立と世話

②遊びの支援

③事故防止

④乳幼児突然死症候群とそ

の予防

⑤育児支援

(2)幼児の療育及び看護

①基本的生活冒慣の確立

②遊びと事故防止

③生活習慣と感染予防

④育児支援

(3)学童の養育及び看護

①学校生活への適応

②食生活

③学習と遊び

④生活習慣病と疾病予防

(4)思春期の看護

①第二次性徴に関する援助

②思春期の健康教育

③生活習慣病予防

④性・安全教育

⑤親への関わり

1 単位認定試験 :筆記試験

テキス ト

系統看護学講座 専門分野 小児看護学 (1〕 河ヽ児看護学概論 小児臨床看護総論 医学書院

看護がみえる vo1 5 対象の理解 I メディックメデイア

国民衛生の動向 。厚生の指標 厚生労働統計協会

公衆衛生がみえる メディックメデイア



分野 専門分野
授業

科 目名
小児看護学援助論 I

開始

年次
2年 後期

単位数

時間数
1単位 15時 間

1 小児に多い疾患と小児に多い徴候を理解する

時間 日標 主題 内容 指導方法

14 1.小児に多い疾患の

病態生理、検査、

診断、治療が理解

できる

1)小児の代表的な疾患 (1)染色体異常・体内環境によ

り発症する先天異常

(2)代謝性疾患

(3)内分泌疾患

(4)免疫・アレルギー・リウマ

チ性疾患

5)感染症

6

7

8

)呼吸器疾患

)循環器疾患

)消化器疾患

)血液・造血器疾患

)悪性新生物

(9

(10

(11)腎 ・泌尿器疾患および生殖

器疾患

(12)神経疾患

(13)連動器疾患

(14)精神疾患

(15)そ の他

講義

1 単位認定試験 :筆記試験

系統看護学講座 専門分野 小児看護学 〔2〕 河ヽ児臨床看護各論 医学書院



分野 専門分野
授業

科目名
刻ヽ児看護学援助論Ⅱ

開始

年次
2年 後期

単位数

時間数
1単位 30時 間

1.病気・障害などによりあらゆる症状がある子どもと家族への看護に必要な基礎的能力を養う。

2,各病期にある子どもと家族への基本的な看護が理解できる

3 特別な状況にある子どもと家族への看護が理解できる

時間 目標 主題 内容 指導方法

8

6

ll

1 病気・障害をもつ

子どもと家族への

看護が理解できる

2 慢性的な疾患・障

害がある子どもと

家族への看護が理

解できる

3 急性期にある子ど

もと家族への看護

が理解できる

1)病気・障害が子どもと家

族に与える影響と看護

2)子 どもの状況 (環境 )

に特徴づけられる看護

3)障害のある子どもと家

族の看護

1)1曼性疾患・先天性疾患

をもつ子どもと家族ヘ

の看護

2)疾患をもった子どもの

看護

1)枚急救命処置が必要な

子どもと家族への看護

(1)病気・障害が子 どもと家族

に与える影智

(2)子 どもの健康問題と看護

(1)入院中の子どもと外族の看護

(2)外来における子 どもと家族

の看護

(3)災害時の子どもと家族の看護

(4)在宅療養中の子 どもと家族

の看護

(1)障害の捉え方

(2)障害のある子 どもと家族の

特徴

(3)障害のある子 どもと家族ヘ

の社会的支援

(1)慢性期にある子 どもと家族

の看護

(2)生活調整の継続 とその支援

(セルフケア能力の獲得のた

めの養育と家族への支援)

(3)成人診療科へのスムーズな

転科 を見据 えた移行支援

(ト ランジション)

(1)ネ フローゼ症候群の小児の

看護

(2)糖尿病の小児の看護

(3)主な症状の看護 (浮腫、安静)

(1)子 どもの救急における トリ

アージと対応

(2)子 どもの意識 レベル

(3)主 な誤飲物質と処置

(4)子 どもの熱傷の特徴・重症

度および処置

(5)溺水 と処置

(6)子 どもの一時救命処置

≪小児BLS、 窒息解除≫

(7)生命が危機的な状況にある

子どもと家族への援助

講義

講義

講義

演習



時間 目標 主題 内容 指導方法

2

2

4.エ ンド・オブ・ラ

イフにある子ども

と家族への看護が

理解できる

5 特別な状況にある

子どもと家族への

看護が理解できる

2)周手術期における子ど

もと家族への看護

3)疾患をもった子どもの

看護

1)子どもの死の理解と看護

2)子 どもと家族への緩和
ケア

3)疾患をもった子どもの

看護

1)虐待を受けている子ど

もと家族への看護

(1)子どもの手術の特徴、手術時

の診療と看護、退院に向けて

の援助

1)気管支喘息の小児の看護

2)川崎病の小児の看護

3)急性胃腸炎の小児の看護

4)主な症状の看護 (発熱、嘔吐、

下痢、脱水、呼吸困難、け

いれん)

(1)子 どもの死のとらえ方 と子

どもの反応

(2)エ ンドオブライフにある子ど

もの心身の状態と緩和ケア

(1)子 どもの死を看取る家族の

反応

(1)白血病の小児の看護

(2)主な症状の看護 (痛み)

(1)子 どもへの虐待の特徴

(2)虐待の早期発見と未然防止

に向けた支援

(3)多機関や多職種の連携や協調

講義

講義

1 単位認定試験 :筆記試験

系統看護学講座 専門分野 小児看護学 〔1〕

系統看護学講座 専門分野 小児看護学 〔2)
小児看護学槻論 小児臨床看護総論 医学書院

小児臨床看護各論 医学書院



分野 専 F弓 分野
授業

科 目名
小児看護学援助論Ⅲ

開始

年次
2年 後期

単位数

時間数
1単位 30時 間

授業の目的及びねらい

li幼児への健康保健指導を計画・演習を通して、子どもの発達に応 じてわか りやす く説明する方法に

ついて考えることができる

2 診療 (検査・処置)や様々な治療が必要な子どもと家族への看護に必要な基礎的能力を養い、基本

的な看護技術が理解できる

3.事例演習を通 して、健康障害が子どもと家族に与える影響について考え看護過程を展開できる

時 間 日標 主題 内容 指導方法

9

2

4

6

6

2

1 幼児への健康保健
に関する指導がで

きる

2.子 どものアセスメ
ントについて理解
できる

3.検査・処置を受ける

子どもと家族への看

護が理解できる

4.事例を用いた看護過

程の展開ができる

5 小児看護に必要な

看護技術が習得で

きる。

6 病気・障害のある

児をもつ親の気持
ちを考えることが
できる。

1)幼児への健康保健指導

1)子 どものアセスメント

に必要な技術

1)検査・処置を受ける子
ども

1)川崎病の患児の看護

1)身体計測、バイタルサ

イン測定の実際

1)病気・障害をもつ児の

親の気持ち

(1)健康保健教育についての指

導計画書の作成

(2)発表

(1)コ ミュニケーシヨン

(2)バ イタルサイン

(3)身体測定

(4)身体的アセスメント

(1)子 どもにとつての検査・処

置体験

(2)薬物動態と薬用量の決定

(3)検査・処置各論

①与薬
②輸液管理

③子チ「佑J

④検体採取
<採尿>
<特殊体位の固定と抑制>
<点滴挿入時の方法と看護>

⑤呼吸症状の緩和
<ネ ブライザー吸入>

(1)アセスメント

(2)全体像

(3)援助計画立柔

(1)発達段階に応じた説明と同意

≪プレパレーション≫

《デイス トラクシヨン≫

《バイタルサイン測定≫

《身体計測》

《安全な環境整備》

(1)障害児をもつ親による語 り

演習

講義

講義

演示

演習

実技演習

特別講義

演習

1 単位認定試験 :筆記試験 (50%)演習課題 (50%)

系統看護学講座 専門分野 小児看護学 〔1〕 月ヽ児看護学|'ノモ論 小児臨床看護総論 医学書院

系統看護学講座 専門分野 小児看護学 〔2〕 珂ヽ児臨床看護各論 医学書院
新改訂 写真でわかる小児看護技術アドバンス インターメデイカ



分野 専門分野
授業

科目名
母性肴護学概論

開始

年次
2年 前期

単

時

位

間

数

数
1単位 30時 間

1 母性看護の概念、及び対象を取 り巻 く社会の変遷・動向について学習 し、母性看護に必要な基礎的

能力を養う。

2.母性の健康をめぐる課題と看護について理解する。

時間 目標 主題 内容 指導方法

14

4

1 母性看護の基盤と
なる概念を理解で

きる。

2 母性看護の歴史的
変遷と母性看護の

対象を取り巻く社
会の現状について
理解できる。

1)母性とは

2)母子関係 と家族発達

3)セ クシュアリテイ

4)リ プロダクティブヘル

ス/ラ イツに関する料元

念

5)女性や母子へのケアに

関する概念

6)母性看護における倫理

7)母性看護における安全

1)母性看護の変遷と現状

(1)母性、父性、親性

(2)母性看護の対象

(1)愛着・母子相互作用 と母子

関係形成

(2)察族の発達課題

(1)セ クシユアリテイとは

セックスとジェンダー

(2)人間の性の特徴

(3)性の多様化
LGBTQ、 性別違和

(1)リ プロダクテイブ

/ラ イツとは

(2)リ プロダクテイブ

/ラ イツの課題

へ )レ ス

ヘ )レ ス

(1)ヘルスプロモーション

(2)ウ ェルネス

(3)女性を中心としたケア

(4)家族を中心としたケア

(5)プ レコンセプションケア

(1)生命倫理 と看護倫理

(2)看護における倫理的意思決

定 (生殖補助医療・遺伝子

診断の発展に伴 う倫理的問

題・女性の健康に伴 う倫理

的問題)

(1)母性看護の現場における医

療事故と予防

(1)母性看護の変遷

(2)母子保健統計からみた動向

(3)母子保健に関わる法律

母子保健法・母体保護法

児童福祉法・児童虐待の防止

等に関する法律・DV防止法

(4)女性の就労 と母性保護に関

する法律

労働基準法 。男女雇用機会

均等法・育児・介護休業法

講義

講義

講義



時間 目標 主題 内容 指導方法

7

4

3 女性のライフサイ

クル各期の特徴と

健康問題に対する

看護が理解できる。

4 現代社会における

母性の健康をめぐ
る課題について理

解できる。

1)女性のライフサイクル

とライフステージ

2)思春期の健康と看護

3)性成熟期の健康と看護

4)更年期・老年期の健康
と看護

1)母性の健康をめぐる課

題と看護

(5)少子社会における次世代育

成支援に関する法律

次世代育成支援姑策推進

法・成育基本法

(6)母子保健施策

子育て世代包括支援 セ ン

ター・産後ケア事業・周産

期医療システム

(1)現代女性のライフサイクル

の変化

(1)思春期女性の特徴

第二次性徴・性行動の発達

性周期

(2)健康課題と看護

月経異常・性感染症

望まない妊娠と人工妊娠中絶

(1)性成熟期女性の特徴

婚姻 と就労・家族計画

不妊・生殖補助医療

(2)健康課題 と看護

月経困難症

(1)更年期女性・老年期女性の

特徴

(2)健康課題と看護
ホルモンの変化・子宮脱・

腔炎

(1)性暴力を受けた女性に姑す

る看護

(2)児童虐待 と看護

(3)国際化社会と看護

講義

1 単位認定試験

系統看護学講座 母性看護学 〔1〕 母性看護学概論

系統看護学講座 母性看護学 〔2〕 母性看護学各論

公衆衛上がみえる メディックメデイア

国民衛生の動向 厚生労働統計i務会

医学書院

医学書院



分野 専門分野
授業

科 目名
母性看護学援助論 I

開始

年次
2年 後期

単位数

時間数
1単位 15時 間

1,ヘルスプロモーション型看護診断の観点から周産期における対象の看護過程を理解する。

2.周産期における対象の看護計画を立条し、看護実践に必要な基礎的能力を養う。

時間 日標 主題 内容 指導方法

2

12

1 周産期における紺

象の看護過程の特

徴が理解できる。

2.産褥期の標準看護

計画に基づき、母

児に必要な看護が

理解できる。

1)妊娠・分娩期が産褥経

過に及ぼす因子

1)事例検討

2)標準看護計画の立案

(1)ヘ ルスプロモーション型看

護診断の考え方と意義

(2)褥婦 と新生児のアセスメン

ト妊娠経過及び分娩経過が

及ぼす影響

(1)母児のアセスメント

(2)産 t'手期の標準看護計画の立

案に基づ く臨床判断と看護

(3)退院に向けた保健指導
・産褥期の生活の注意点
・育児に必要な知識や技術
・母乳育児確立への支援
・産褥期に起こりうる異常の予防

講義

演習

1 単位認定試験 :課題及び筆記試験

系統系看護学講座 母性看護学 〔1〕 母性看護学概論 医学書院

系統系看護学講座 母性看護学 〔2〕 母性看護学各論 医学書院

参考文献
ウェルネス看護診断にもとづく母性看護過程 医歯薬出版株式会社



分野 専門分野
授業

科目名

母性看護学援助論エ

(妊娠期、分娩期の看護)

開始

年次
2年 後期

単位数

時間数
1単位 30時間

【妊娠期1 1
2

【分娩期1 1
2

妊娠期の生理的変化に伴う経過及び看護について理解する。

妊娠期の主な正常からの逸脱について学習し、予防と姑処方法について理解する。

分娩期の生理的変化に伴う経過及び看護について理解する。

分娩期に起こりうる正常からの逸脱について学習し、母児に及ぼす影響について理解する。

時間 目標 主題 内容 指導方法

11

5

1,F常な経過をたど

る妊婦の看護が理

解できる。

2.妊娠期に起こりう

る主な異常と妊婦

の看護が理解でき

る。

1)妊娠の生理

2)胎児の発育と生理

3)妊婦の身体的・心理・

社会的特徴 と妊婦及び

家族の看護

1)妊娠期の異常と看護

(1)妊娠の成立

(2)妊娠期の定義

(3)母体の生理的変化

1)胎児の発育

2)胎児附属物の機能と役割

(1)妊婦の心理と看護

(2)胎児との愛着形成

(3)妊婦の健康診査
・超音波断層法・内診の介助
・腹囲・子宮底測定
・胎児の発育状態と評価法
・間欠的胎児′しヽ拍数聴取
。ノンストレステスト (NST)
・レオポル ド触診法

(4)妊婦の健康生活とアセスメント
・生活の変化と留意点

(5)妊婦と家族への看護

①母子保健サービス

②妊婦の健康相談・教育の

実際
・マイナートラブルと対処方法
・健康イ呆持・増進、セルフ

ケアに関する保健指導

③親になるための準備教育
・出産準備教育
・バースプラン

・家族の再調整

(1)妊娠期の感染症

(2)妊娠疾患

①妊娠悪阻
②妊娠貧血

③妊娠糖尿病
④妊娠高血圧症候群

(3)多胎妊娠

(4)妊娠持続期間の異常

①不育症

②流産・早産/切迫早産

講義

講義



時 間 目標 主題 内容 指導方法

8

5

3,正常な経過をたど

る産婦の看護が理

解できる

4,分娩に見られる異

常 と産婦の肴護が

理解できる。

1)分娩の進行と産婦の身

体的、心理・社会的特

徴と看護

1)分娩の異常と看護

(1)分娩期の定義

(2)分娩の3要素

(3)分娩の機序

(4)分娩の経過

①分娩に伴う産婦の身体的
変化

②分娩が胎児に及ぼす影響

③破水時・前期破水時の看護

(5)産婦の健康に関するアセス

メント

(6)産婦と家族への看護

①基本的ニーズヘの支援
②安楽な分娩への看護
③心理面への看護
・出産体験が肯定的になる
ための看護

・バース レビュー

・家族発達を促す看護

(1)産道の異常

(2)娩出力の異常

(3)胎児の異常による分娩障害

(4)胎児附属物の異常

①前置胎盤・低置胎盤

②常位胎盤早期剖離

③隣帯の異常・羊水の異常

(5)胎児機能不全

(6)分娩時異常出血・産科処置
と産科手術

(7)帝王切開術

講義

講義

演習

1 単位認定試験

系統系看護学講座 母性看護学 〔1)母性看護学概論 医学書院
系統系看護学講座 母性看護学 〔2)母性看護学各論 医学書院



分野 専門分野
授業

科目名

母性看護学援助論Ⅲ

(産褥期、新生児の看護)

開始

年次
2年 後期

単位数

時間数
1単位 30時間

【産褥期1 1
2

【新生児1 1
2

産褥期の生理的変化及び、母子、家族への看護について理解する。

産褥期の主な正常からの逸脱について学習 し、予防と姑処方法について理解する。

新生児期の機能と生理的変化及び新生児への看護について理解する。

新生児期の主な正常からの逸脱について学習 し、予防と紺処方法について理解する。

時間 目標 主題 内容 指導方法

8

4

11

1 正常な経過をたど

る褥婦の看護が理

解できる。

2 産褥期にみられる

異常と看護が理解
できる

3 正常な経過をたど

る (早期)新生児
の看護が理解でき

る。

1)産褥期の身体的、心理

社会的変化

2)褥婦 と家族の看護

1)産褥の異常と褥婦の看護

1)新生児の機能と生チ里的

変化

2)出生直後の看護

(1)産褥期の定義

(2)妊婦の身体的特徴

退行性変化と進行性変化

(1)褥婦・家族の心理的変化

(2)アセスメントと看護

①子宮復古を促す看護

子宮底の高さと硬さの観察

②褥婦のセルフケア能力を

高める看護

③母乳栄養確立への看護

栄養 授乳 搾乳

乳房・乳頭の観察
セルフケアを促す看護

④役割獲得への看護

愛着・母子相互作用

育児技術 生活指導

家族関係再構築の支援

退院後の生活調整

(1)帝王切開後の褥婦の看護

(2)多胎児出産後の看護

(3)児 を亡 くした褥婦・家族の

看護

(4)子宮復古不全

(5)子宮内感染症 (産褥熱)

(6)乳腺炎

(7)産褥血栓性

(8)マ タニテイーブルーズと産

後うつ病

(1)新生児の定義

(2)新生児の機能

子宮外適応現象 (生理的変化)

(1)新生児の診断

出生直後の観察と測定・バイ

タルサイン測定 。身体計測

(2)出生直後のアセスメント

アプガールスコア・成熟度の

評価・責疸の評価・新生児蘇

生法に沿つたルーチンケア

講義

講義

講義



時間 目標 主題 内容 指導方法

2

4

4.新生児期にみられ

る異常と看護が理

解できる。

5 母性看護に必要な

看護技術が理解で

きる

3)新生児の生理的変化 と

看護

1)新生児の異常と看護

1)母性看護に必要な看護

技術

(1)子宮外生活への適応状態

日々の観察とアセスメント

全身観察・生理的体重減少

生理的黄疸とスクリーニング

(2)子宮外生活適応への看護

保育環境・栄養・清潔

感染予防・ビタミンK投与

新生児マススクリーニング

(3)新生児期に起こりやすい医

療事故

(1)新生児仮死

(2)分娩外傷

(3)低出生体重児・早産児

(4)新生児一過性多呼吸 (TTN)
(5)呼吸窮迫症候群 (RDS)
(6)胎便吸引症候群 (MAS)
(7)高 ビリルビン血症

(8)新生児 ビタミンK欠乏症

(9)低血糖症

(1)新生児の全身観察
バイタルサインの測定

(2)新生児のケアに必要な技術

オムツ交換・更衣・沐浴

抱 き方・哺乳及び排気

(2)子宮復古の観察

講義

実技演習

1 単位認定試験

系統看護学講座 母性看護学 (1〕

系統看護学講座 母性看護学 〔2〕
系統看護学講座 小児看護学 〔2〕

母性看護学概論 医学書院

母性看護学各論 医学書院

小児看護学各論 医学書院



分野 専門分野
授業

科 目名
精神看護学概論 I

開始

年次
2年 前期

単位数

時間数
1単位 30時間

精神の健康の概念を理解し、多様な場で必要とされる精神の健康の保持・増進についての基礎的知識を

養う。

時 間 日標 主題 内容 指導方法

29 1 精神保健の基本、

精神看護の考え方

が理解できる。

2.各領域でのメンタ

ルヘルスの課題を

知 り、精神の健康
の保持・増進にむ

けて必要な施策が

理解できる。

1)精神看護の概念

2)心のはたらきと人格の

形成

3)関係のなかの人間

1)学校におけるメンタル

ヘルス

2)職場におけるメンタル

ヘ ル ス

3)医療の場と心の健康

4)災害時のメンタルヘルス

(1)精神の健康の考え方

①精神の健康の定義

②精神看護の目的・対象

③精神障害のとらえかた。

ICF■■デル

(2)心身の健康に及ぼすス トレス

①心身相関
②危機介入
③ストレス対処
④心的外傷と回復

(1)′ とヽの機能と発達

①自我の機能

②防衛機制
③ライフサイクルとアイデ

ンテ イテ イ

④対象関係論

(1)全体 としての家族

(2)人間と集団

(1)学校におけるメンタルヘル

スの現状 。支援

(2)特 別な配慮が必要な児童・

生徒への支援

(1)職場におけるメンタルヘル

スの現状・支援

(1)リ エゾン精神看護

(2)看護職と心の健康

(1)災害時の心のケア

(2)支援者のメンタルヘルス

講義

演冒

1 単位認定試験 :筆記試験 (60%)1寅習課題 (40%)

テキス ト

系統看護学講座 精神看護学 〔1〕 精神看護の基礎

系統看護学講座 精神看護学 〔2〕 精神看護の展開

系統看護学講座 別巻 精神保健福祉 医学書院

国民衛生の動向 厚生労働統計協会

公衆衛生がみえる メディックメデイア

医学書院

医学書院



分野 専門分野
授業

科 目名
精神看護学概論Ⅱ

開始

年次
2年 後期

単位数

時間数
1単位 15時間

1.直接的に体験することによって、精神障害者の理解を深める。

2.精神保健医療福祉の歴史の変遷をふまえた_Lで 、現状と今後の課題について学ぶ。

時間 日標 主題 内容 指導方法

14 1 精神保健医療福れに

の変遷を理解する

ことができる。

2 精神保健医療福祉

に関する法律や施

策の必要性につい

て理解することが

できる。

1)精神障害者の理解

2)精神保健医療福祉の変遷

1)精神科領域で必要な法

律と制度

(1)精神科病院見学

①ステイグマについて考える

②当事者の話り

(1)精神障害と治療の歴史

(2)日 本における精神医学・精

神医療の流れ

①現行法に至るまでの変遷

②地域移行の動き

精神保健福祉の改革ビジヨ

ンと今後の課題と支援

(1)精神保健福祉法

①精神保健指定医

②入院形態

③入院患者の権利養護

(2)障害者総合支援法

(3)医療観察法

講義

演習

1 単位認定試験 :筆記試験

系統看護学講座 精神看護学 〔1〕 精神看護の基礎 医学書院

系統看護学講座 精神看護学 〔2〕 精神看護の展開 医学書院

系統看護学講座 別巻 精神保健福祉 医学菩院
国民衛生の動向 厚生労働統計協会



分野 専門分野
授業

科 目名
精神看護学援助論 I

開始

年次
2年 後期

単位数

時間数
1単位 30時間

精神に障害をもつ対象者を理解する上で必要な基礎的知識を学び、患者 ‐看護師関係を構築する上で

土台となる考え方を学ぶ。

時間 日標 主題 内容 指導方法

29 1,精神疾患の病態・

診断・治療につい

て理解できる。

2.精神に障害をもつ

対象者への看護の

基 本が理 解 で き

る。

1)精神医学

2)精神症状と状態像

3)診断と分類

4)治療

1)息者―看護師関係

2)治 療 的 コ ミュニ ケ ー

ション

(1)精神医学を学ぶ意義
(2)精榊医学の対象

(1)
(2)
(3)
(4)
(5)
(6)
(7)

(1)
(2)
(3)

思考の障害

感情の障害

意欲の障害

知覚の障害

意識の障害

記憶の障害

局所症状

統合失調症

気分障害

神経症性障害、ス トレス関

連障害、身体表現性障害

①不安障害
②強迫性障害
③重度ストレス反応および
適応障害

アルコール症
各発達段階であらわれやす
い精神障害など

①知的能力障害/知的発達障害
②てんかん
③発達障害
④摂食障害
⑤パーソナリテイ障害
睡眠障害
性別違和、性別不合

薬物療法
電気けいれん療法
心理・社会的療法
①精神療法
②認知行動療法
③生活技能訓練 (SST)

(4)
(5)

(6)
(7)

(1)
(2)
(3)

(1)精神に障害を持つ対象の理解

(2
(3

( 1

(2
(3

思者―看護師関係の意義

息者―看護師関係発展

ケアの関係性
コミュニケーシヨン技法

精神症状に対する看護

講義
演習

1 単位認定試験 :筆記試験

系統看護学講座 精神看護学 〔1〕 精ネ申看護の基礎 医学書院
系統看護学講座 精神看護学 〔2〕 精神看護の展開 医学書院
系統看護学講座 別巻 精神保健福祉 瓜学書院



分野 専門分野
授業

科目名
精榊肴護学援助論Ⅱ

開始

年次
2年 後期

単位数

時間数
1単位 30時間

1 精榊に障害をもつ紺象者の疾患や病期に応じた看護の基礎的知識を学ぶ。

2 姑象者の回復を促す支援について、幅広い考え方や資源の活用を学ぶ。

時間 日標 主題 内容 指導方法

13

16

1 入院治療を必要と

する対象者の回復

に向けての援助が

理解できる。

2 疾患の特徴や治療

目的に応 じた看護

が理解できる。

8 対象者の強みを引

き出し回復に向け

ての支援が理解で

きる。

1)入院の治療環境

2)身体ケア

1)疾患別看護

1)地域移行支援

2)地域生活支援

(1)入院治療の意味

(2)安全管理

① リスクマネジメント

②病棟の環境と行動制限

(1)薬物療法と看護

(2)電気けいれん療法と看護

(3)身体合併症と看護

(1)統合失調症息者の看護

(2)気分障害患者の看護

(3)ア ルコール症患者の看護

(1)長期入院患者の退院支援
①精神科医療の現状

②セルフケアヘの援助

(2)精ネ申科リハビリテーション

①デイケア

②作業療法
③社会生活技能訓練

(3)慢′
l生期にある統合失調症息

者の事例展開

(1)回復への支援

①ストレングスモデル

②リカバリーを促す支援

(2)社会資源の活用

①精神科訪問看護

②障害者総合支援法による

障害福祉サービス

③多職種連携

講義

演習

講義

演習

1 単位認定試験 :筆記試験 (700/0)演 習課題 (30%)

系統看護学講座 精神看護学 〔1〕 精神看護の基礎 医学書院
系統看護学講座 精神看護学 〔2〕 精神看護の展開 医学書院
系統看護学講座 別巻 精神保健福祉 医学書院



分野 専門分野
授業

科目名
看護管理

開始

年次
3年 前期

単位数

時間数
1単位 15時間

看護マネジメント (看護管理)について学ぶ。

時間 目標 主題 内容 指導方法

14 1 マネジメン ト・看

護マネジメントに
ついて理解できる。

2 チーム医療につい

て理解できる。

1)マネジメントと看護マ

ネジメント

2)組織 と日標管理

3)業務遂行マネジメント

4)看護職のキャリア開発

1)多職種との協働

(1)マ ネジメントとは

(2)マ ネジメントプロセス

(3)PDCAサ イクル

(1)組織とは

(2)組織構造と管理

(3)組織 目標 とは

(4)組織 目標 と自己目標

(5)バ ランス ト・スコアカー ド

による日標管理

( 1

(2
(3
(4
(5

労務管理

業務管理

物的資源管理

タイムマネジメント

ス トレスマネジメント

1)キ ヤリアとは

2)キ ャリア開発 とは

3)キ ャリアラダーのしくみ

(1)看護提供システム

(2)チーム医療 とは

(3)ク リテイカルパスとは

(4)リ ーダーシップとは

講義

演習

1 単位認定試験 :筆記試験

系統看護学講座 看護の統合と実践 〔1〕 看護管理 医学書院



分野 専門分野
授業

科目名
看護医療安全

開始

年次
2年 後期

単位数

時間数
1単位 30時 間

医療安全に関する基礎的知識を身につけ、医療事故を予防するための方法を学ぶ。

時間 日標 主題 内容 指導方法

15

14

1.医療安全について

学び、リスクマネ

ジメントの基礎が

理解できる。

2.医療安全封策が理

解できる。

1)医療安全における基盤
となる考え方

2)医療安全システムの構築

1)事故から学ぶ医療安全

(1)医療安全と看護の理念

①医療安全の意味と重要性

②看護職の法的規定と医療

安全

③医療事故と看護業務

(1)医療安全への取り組みと医

療の質の評価

①国の医療安全への取り組み

②医療安全管理者 医療安

全の中心的役割

③医療事故へのたヽl応

④医療事故の被害者 (息

者)・ 家族の思いに寄 り

添ったケア

⑤医療事故の報告制度

⑥医療の質の評価

(2)事故発生のメカニズムとリ

スクマネジメント

①事故発生のメカニズム

②事故分析

③事故対策

(3)チームで取り組む安全文化

の醸成

(1)看護業務に関連する自己と

安全対策

①看護業務と事故発生要因

②各領域のさまざまな事例

に関する分析と対策

(2)KYT演習

講義

講義

演習

1 単位認定試験 :課題評価、筆記試験

系統看護学講座 専門分野 看護の統合と実践 〔2〕 医療安全 医学書院



分野 専門分野
授業

科目名
災害肴護と国際協力

開始

年次
3年 前・後期

単位数

時間数
1単位 30時間

1,災害枚護活動における看護職の役割を理解 し、災害看護に必要な基礎的知識を学ぶ。

2 国際社会における看護の役割を学ぶ。

時問 日標 主題 内容 指導方法

6

19

4

1.災害医療に関する

基礎知識が理解で

きる

2 災害時の看護の役

割と機能を理解で

きる。

3.国際社会の現状か

ら看護の果たす役

割を理解できる。

1)災害と災害医療

2)災害発生時の社会の対

応 。しくみ

3)災害が生命や生活に及
ぼす影響

1)災害看護の基礎知識

2)災害時の看護活動

3)災害時に必要な看護↓支術

1)国際看護学

1

2

3

災害の定義と種類

災害医療の特徴

災害医療と法的問題

(1)災害に関連する制度

(2)災害時の支援体制

(3)情報の収集と伝達体制

(4)災害マネジメント

(5)個人の備え、災害ボランテイ

ア活動

(1)災害時の地域アセスメント

(2)災害種類別の疾患の特徴

(3)災害時の被災者・援助者の

心理

1)災害看護の基本的な考え方

2)災害看護の対象

3)災害看護の特徴

(1)災害各期の看護

①超急性期 ②急性期

③慢性期  ④静穏期

(2)災害者特性に応じた看護

(3)災害と′とヽのケア

(1)≪ 災害時の看護技術≫

①災害発生時指示に従った

行動
②心肺蘇生 (AEDを 含む)

③ トリアージ

④救急技術(止血法・包帯法)

(1)看護における国際化の視点

(2)国際社会における看護の対象

(3)多様な文化と看護

(4)国際協力活動と看護

講義

講義

実技演習

講義・演習

1 単位認定試験 :筆記試験

系統看護学講座 看護の統合と実践 〔3〕 災害看護学・国際看護学 医学書院



分野 専門分野
授業

科目名
臨床看護技術演習

開始

年次
3年 後期

単位数

時間数
1単位 15時 間

看護実践能力の向上を目指すための、基本的な能力を養う。

時間 日標 主題 内容 指導方法

15 1 複数の対象者の状

況をアセスメント

し、看護計画が立

案できる

2 複数の対象者の状

況を判断した看護

が実践できる

3.看護実践能力の評

価から、自己の課

題を明確にできる

1)複数の対象者の状況のア

セスメント・計画立案

1)複数の対象者の状況を

判断した看護実践

1)対象者の状況を判断し

た看護実践と評価

(1)演習ガイダンス

(2)事例紹介

(3)複数思者の理解 (2事例)

(4)複数思者の看護計画立柔

(5)複数息者に対する看護の優

先順位の判断

(1)複数患者に必要な看護の実践

(2)実践の振 り返 り

(1)客観的臨床能力試験 (OSCE)

(2)看護実践能力の自己評価

講義

演習①

演習②

1 単位認定試験 :H果題評価、筆記試験、客観的臨床能力試験 (OSCE)、 リフレクション



実習名   基礎看護学実習 I(病院で療養している対象者とその看護を知る)

時  期 1年  後期

単位 (時間) 1単位 (45時間)

目的 :病院で療養する対象者を理解するとともに、対象者への看護の基本を理解する。

目標 行動 目標 実習内容

1 病院で療養する姑

象者を統合体 とし

てテユ解できる。

2 姑象者力■限適に療

養生活を過ごせる

よう、環境を整え
ることができる。

3 対象者 との関わり

を通して、看護技

術 としてのコミュ

ニケーションの意

味を考える。

4 3年生・看護師の

看護の実際を通し

て、対象者に応 じ

た援助について考

える。

5 自分が日指 したい

看護師像について

考える。

6.看護学生としての

自己の役割や責任

を意識 し、常に誠

実 に実 習 に臨め

る。

1)入院が対象者の生活に及ぼ

す影響について考えること

ができる。

2)対象者を統合体として理解
できる。

1)紺象者が快適に療養生活を過
ごすための目標を見出せる。

2)1日 を通 して、看護の視点

で姑象者の環境を整えるこ

とができる。

1)紺象者の反応を捉えなが ら

コミュニケーションがはか

れる。

2)対象者との信頼関係を構築
するためのコミュニケー

ションにおける自己の傾向
や課題を見出せる。

1)8年生ゃ看護師が対象者に
どのように援助を行つてい

たか根拠をふまえて述べら

れる。

1)自 分が目指 したい看護師像

について述べられる。

1)自 己の課題を意識 し、主体

的に学習に臨む

2)相手を尊重 した言葉遣いや

立振る舞いで学習できる

3)3年生・グループメンバー・

指導者・教員への報告・連

絡・相談ができる

4)指示された決まり事が守れる

(1)姑象者・家族の人院前の生活

(2)対象者・家族の入院中の生活

(3)入院生活に対する紺象者・家族のおもい

(4)入院が対象者・家族の生活に及ぼす影響

(1)身体的・精神的 。社会的・文化的恨1面

(2)4つの側面の関連性

(1)姑象者の療養環境に対するエーズ

(2)療養環境のアセスメント

(1)対象者の療養生活の状況に配慮 した環境

整備

(1)目 的をもって対象者と関わる

(2)コ ミュニケーシヨン技術の活用

コミュニケーシヨン場面の想起
コミュニケーションの振 り返 り

自己の傾向や課題の明確化

(1)3年生や看護師が行う援助の見学

(2)援助中の対象者の反応

(3)援助における安全・安楽・自立・経済性

(4)対象者の状況に応 じた配慮や工夫

１

２

３

(1)基礎看護学実習 Iを振り返り、どのような

看護師になりたいか自己の考えを述べる

(1)事前準備や必要な自己学習

(2)自 ら省み学ぶ姿勢

(1)全ての人を尊重 した学習姿勢

(1)適切なタイミングで必要な報告・連絡

相談

(2)互いの学びを深めるための情報共有

(1)守秘義務

(2)決まり事の連守



実習名   基礎看護学実習Ⅱ (病院で療養している対象者への日常生活における援助の実施)

時  期 1年  後期

単位 (時間) 2単位 (90時 間)

目的 :看護過程を用いて対象者を理解し、必要な日常生活援助の実践ができる。また、人間関係を築

くためのコミュニケーションが実践できる。

日標 行動日標 実習内容

1 対象者との関わりを

通 して健康障害に

よる日常生活への

影響を理解できる。

2 対象者の健康状態に

配慮 した日常生活

援助が実施できる。

1)ヘ ンダーソンの基本的ニー

ドの情報収集の枠組みを利

用 し、様々な情報源から目

的的・系統的・意図的に情

報収集できる。

2)健康障害が文)l象者の日常生

活にどのように影響を及ぼ

しているのか、根拠に慕づ

いて解釈・分析できる。

3)日 常生活上の問題を抽出し、

看護の必要性を明確にできる。

1)根拠や姑象者のニーズに基
づいた日常生活援助の計画

が立てられる。

2)援助中の紺象者の反応を捉

え、適切な声掛けができる。

3)対象者の状態に応 じて安全・

安楽・自立・経済性を考慮

し、日常生活援助が実施で

きる。

4)実施した援助や観察事項に
ついて適切に報告できる。

5)実施した援助について評価
し、対象者に必要な援助と

自己の課題を明確にできる。

(1)身体的・精神的・社会的・文化的情報の

収集

(2)主観的・客観的情報の収集

(3)情報源を活用 して収集

(1)「常・逸脱の判断

(2)要因はなにか

(3)今後、どのようなことが生 じうるか

(4)問題の有無を明確にする

(5)看護の方向性の検討

(1)顕在的問題の抽出

(2)原因・要因十F口弓題を示す人の反応 (症状

行動)で表現する

(3)姑象者に必要な日常生活援助の明確化

(1)個別性を反映 した目標の設定

(2)安全性 。安楽性・自立性・経済性を考慮

した計画

(3)個別性を反映 した計画

(1)実施前 。中・後の対象者の表情・反応

言動を確認 しながら実施

(2)対象者を尊重 した実施

(1)実施前に援助可能かどうかを判断

(2)対象者の安全性・安楽性・自立性・経済

性を考慮 した実施

(1)実施 した援助の実際を報告

(2)対象者の反応・状態を報告

(3)道切なタイミングに報告

(4)事実を正確に報告

(1)主密見的・客観的情報に基づいたアセスメ

ント
・援助前後の対象者の変化
・援助の効果
。日標の達成度
・要囚の分析
・今後の方向性
・計画の追加・修正



日標 行動日標 実習内容

3.看護職 として対象

者と人間関係を築

くためのコミュニ

ケーションについ

て理解できる。

4.看 護学生としての

自己の役割や責任

を意識 し、常に誠

実に実習に臨める。

1)対象者 とのコ ミュニケー

ションについてお互いに及

ぼしあう影響を分析 。考察
し、自己の傾向と課題を見

出すことができる。

2)看護職としての基本的な応答

能力を高めることができる。

1)自 己の課題を意識し、主体的

に学習に臨むことができる。

2)相手を尊重した言葉遣いや立

ち振る舞いで学習できる。

3)グループメンバー・指導者・

教員への報告・連絡・相談
ができる。

4)指示された決まり事が守れる。

1)対象者の状況・思いの把握 (知 ろうとする)

2)対象者の言動に関心をもってみる

3)プロセスレコー ドを用いた振 り返 り

(1)対象者との人間関係を深めるために、自

己のコミュニケーシヨン課題について取

り組む

(1)事前学習や必要な自己学習

(2)自 ら省み学ぶ姿勢

(1)すべての人を尊重した学習姿勢

(1)適切なタイミングで必要な報告・連絡

相談

(2)互いの学びを深めるための情報共有

(1)守秘義務

(2)決 まりごとの遵守



実習名   基礎看護学実習Ⅲ (病院で治療している対象者への看護の実施)

時  期 2年  前期

単位 (時間) 2単位 (90時 間)

目的 :看護の実践を通して対象者のその時、その状況のニーズについて捉えることができる。また、

対象者の健康問題を捉え、療養生活を支える援助を計画、実践できる。

日標 行動日標 実習内容

1 対象者との関わりを

通して健康障害によ

る生活への影響を捉

え、看護問題や共同

問題を導き出すこと

ができる

2,射象者の療養生活

を支援する看護が

実践できる

1)様々な情報源を活用し意図

的に対象者を捉えることが

できる

2)健康障害が対象者の生活に

どのように影響を及ぼして

いるのか、根拠に基づいて

解釈・分析し看護問題や共

同問題を明確にできる

3)看護問題や共同問題を統合

し、現状に合わせた優先順

位を導き出すことができる

1)対象者の看護問題や共同問

題を解決する看護計画が立

案できる

2)対象者の反応を捉えながら

看護を実施できる

3)実施した看護を適切に報告

できる

4)実施した看護について評価し、

人に活かすことができる

(1)力体的 ,精神的 。社会的・文化的情報の

収集

(2)主観的・客観的情報の収集

(3)情報源を活用 した収集

(1)正常の逸脱の判断

(2)要因はなにか

(3)今後、どのようなことが生 じうるか

(4)問題の有無を明確にする

(5)看護の方向性の検討

(1)問題の統合

(2)看護問題・共同問題の明確化

(3)看護問題・共同問題の優先順位を明確化

(1)個別性を反映 した目標の設定

(2)安全性・安楽性 。自立性・経済性を考慮

した計画

(3)個別性を反映した計画

(1)実施前・中・後の姑象者の表情・反応・

言動を確認 しながら実施

(2)対象者の安全性・安楽性・自立性・経済

性を考慮 した実施

(1)対象者の状態と実施した看護の実際を報告

(2)対象者の状態変化の有無や実施 した看護

による影響を考察 し報告

(3)適切なタイミングに報告

(1)主観的・客観的情報に基づいたアセスメント

・実施前後の対象者の変化

・実施 した看護の効果

・目標の達成度

・要因の分析
。今後の方向性

・計画の追加・修正



日標 行動 日標 実習内容

3 看護実践を通して、

臨床判断の視点を

もって自己を振 り

返 り行動につなげ

ることができる

4 肴護学生としての

自己の役割や責任

を意識 し、常に誠

実に実宙に臨める

1)紺象者とのかかわりを臨床

判断の視点で振り返り、今

後の援助に繋げることがで

きる

1)自 己の課題を意識し、主体的

に学習に臨むことができる

2)相手を尊重した言葉遣いや

立ち振る舞いで学習できる

3)グループメンバー寸旨導者・

教員への報告・連絡・相談

ができる

4)指示された決まり事が守れる

(1)臨床判断モデルに基づいた考察

・気づ く

・解釈する
。反応する
。省察する

(2)考察 したことから自己の課題解決に向け

た行動

(1)事前学習や必要な自己学習

(2)自 ら省み学ぶ姿勢

(1)すべての人を尊重 した学習姿勢

(1)適切なタイミングで必要な報告・連絡

相談

(2)互いの学びを深めるための情報共有

(1)守秘義務

(2)決 まり事の連守



実習名   地域・在宅看護論実習 I

時  期 1年  前期

単位 (時間) 1単位 (45時 間)

目的 1住み慣れた地域で暮らす対象の暮らしを理解し、人々の暮らしと健康を支える看護師の役割に

ついて学ぶことができる。

日標 行動 日標 実習内容

1 様々な場における

姑象・家族の暮 ら

しを理解できる

2 看護活動の場と看

護の実際を理解で

きる

3.希護活動の場面を

通 して人々の暮ら

しと健康を支える

看護師の役割につ

いて考えることが

できる

4.看護学生としての

自己の役割や責任

を意識 し、常に誠

実に実習に臨める

1)各施設における対象者・家

族の暮らしについて述べる
ことができる。

2)対象者・家族の暮らしに対す
る思いを知ることができる。

1)各施設の概要と機能を述べ

ることができる。

2)看護活動の見学を通して対象

者・家族への関わり方の実際

を述べることができる。

1)対象者・家族の暮らしに対

する思い、看護師の実際の

関わりや思いを把握 した上

で、各施設における看護師

の役割について自己の考え

を述べることができる。

2)対象者・家族の暮らしと健

康を文えるための看護師の

役割について自己の考えを

述べることができる。

1)自 己の課題を意識し、主体的

に学習に臨むことができる

2)相手を尊重 した言葉遣いや

立ち振る舞いで学宵できる

3)グループメンバー・す旨導者・

教員への報告・連絡・相談

ができる

4)指示された決まり事力W,〕 :れ る

(1)対象者・家族の1日 の過ごし方

(2)対象者・家族の毎日の暮 らし

(3)生活背景

(1)対象者・家族の暮らしに対する意向や希望

(2)看護師に紺するエーズ

(1)各施設の概要・機能

①設置主体
②利用者の概要
③職員の概要
④地域における役割

1)看護の日的

2)看護師の業務の実際

3)対象者・家族の意向・希望を支える看護
への思い

(1)対象者・家族の暮らしに紺する意向や希

望をふまえ、各施設において肴護師は対

象者・家族をどのように支えることがで

きるか

(1)対象者・家族の暮 らしに対する意向や希

望と健康を支えるための看護師の役割

(1)事前学習や必要な自己学習

(2)自 ら省み学ぶ姿勢

(1)すべての人を尊重 した学習姿勢

(1)適切なタイミングで必要な報告・連絡

相談

(2)互いの学びを深めるための情報共有

(1)守秘義務

(2)決 まり事の遵守



実習名   地域・在宅看護論実習Ⅱ

時  期 3年  前・後期

単位 (時間) 2単位 (90時 間)

目的 :在宅療養を継続している本人・家族の暮らしを理解し、在宅療養を継続するための看護が果

たす役割を学ぶ。

日標 行動 日標 実習内容

1 在宅療養者と家族

の生活上の問題が

理解できる。

2.在宅療養者と奈族

の生活を支援する

システムが理解で

きる。

3.在宅療養者と家族
のQOLの 向 上 を

めざす看護が理解
できる。

4.在宅ケアを効果的

に行 うための保

健・医療・福社の

連携と看護職の役

割が理解できる。

1)療養者と家族の生活の状況

を述べることができる。

2)療養者の健康上の問題が療

養者と家族の生活に与える

影響について述べることが

できる。

1)療養者と家族が在宅療養を

継続 してい くための社会資

源について述べることがで

きる。

1)訪間の目的と援助の実際か

ら、療養者 と家族の生活ヘ

の影響について考え述べる

ことができる。

2)療養者と家族がその人らし

く生活を送るために必要な

看護について述べることが

できる。

3)療養者と家族と望ましい援

助関係を築 くための態度を

考え行動できる。

1)訪間看護ステーションの概

要と役割を述べることがで

きる。

2)在宅療養準備期の看護の実

際を述べることができる。

(1)療養生活の経過

(2)療養者と家族の生活史

(3)居住環境と地域環境

(4)療養者と家族の一日の生活・生活リズム

(5)療養者と家族の望む生活

(1)療養者の健康上の問題

(2)療養者の健康上の問題が生活行動に与え

る影響 (現在の生活 。今後の生活)

(3)療養者の健康上の問題が′心理面 。社会面

に与える影響

(4)家族の生活に与える影響

(5)療養生活を継続 してい く上での問題

)在宅療養を支えるフォーマルな資源

)在宅療養を支えるインフォーマルな資源

)活用 している社会資源が担う役割

)多職種連携の実際

(1)訪間の目的

(2)療養者・家族の意向の把握

(3)訪問時の療養者 。家族の状況把握

(4)訪 F月 時行 う援助内容

(5)援助の実際と実施

(6)実施 した援助の評価

(1)必要な看護の計画
①療養者と家族の主体性を尊重した援助
②療養者と家族の生活をふまえた援助

③介護負担軽減のための援助

(1)訪間看護師の援助関係を築 くための行動

(2)訪問時の態度

１

２

３

４

(1)当該訪問看護ステーションの概要

(2)当該訪間看護ステーションの機能と役割

退院調整・退院支援の実際

退院調整における多職種連携の実際

退院調整における看護師の役割

１

２

３



日標 行動 日標 実習内容

5,看護学生としての

自己の役割や責任

を意識 し、常に誠

実に実習に臨める。

3)地域包括支援センターの機

能と事業の実際を述べるこ

とができる。

4)居宅介護支援事業所の役割
と居宅介護支援の実際を述
べることができる。

5)地域包括ケアシステムを理

解し、その中で訪間看護師
が果たす役割を述べること

ができる。

1)自己の課題を意識し、主体的

に学習に臨むことができる。

2)相手を尊重 した言葉遣いや

立ち振る舞いで学習できる。

3)グループメンバー・指導者・

教員への報告・連絡相談が

できる。

4)指示された決まり事が守れる。

(1)設置目的・設置主体

(2)関係職種とその役割

(3)地域・利用者の特徴

(4)多職種との連携 。協働

(5)制度横断的支援の実際

(6)基本機能

(7)包括的支援事業の実際

(1)居宅介護支援事業所の役割

(2)在宅療養者を支援するチームにおける連

携の重要性

(3)介護支援専門員の役割

(4)居宅介護支援の実際

(1)在宅療養を支援するサポー トシステムの

把握

(2)保健・医療・福祉の連携と協働

(3)地域包括ケアシステムの中での訪聞看護

師の役害1

(1)事前学習や必要な自己学習

(2)自 ら省み学ぶ姿勢

(1)すべての人を尊重 した学習姿勢

(1)適切なタイミングで必要な報告・連絡・

相談

(2)互いの学びを深めるための情報共有

(1)守秘義務

(2)決まり事の遵守



実習名   成人・老年看護学実習 I

時  期 2年  後期

単位 (時間) 2単位 (90時 間)

目的 :1

2

成人期、老年期の対象者の特徴を理解し、封象者が社会生活の中でより健康に過ごすた

めにどのような健康活動を行っているかを学び、その必要性について考える。

さまざまな施設を利用し、健康支援を受けながら生活する対象者への看護の果たす役割

について考える。

目標 行動日標 実習内容

1.成 人期 。老年期の

特徴を理解できる。

2.地域の成人期 ,老

年期の対象者が、

健康的に生活する

ための行動につい

て考える。

1)成人期・老年期の特徴を述
べることができる。

1)成人期・老年期の対象者の

健康を意識 した生活の実際

を述べることができる。

2)各施設の意義と利用者が期

待するものについて考える。

3)社会参加がもたらす効果に
ついて考える。

(1)加齢により変化 し続ける身体
・成熟と老化
・できる能力の維持   など

(2)心理・精神的な特徴
。発達課題、知的能力
・価値観、生きがいや活力
・喪失体験       など

(3)社会との相互作用
・家族での役割の変化
。就労状況、経済力
・地域での役割     など

(4)文化的側面
・その人らしい生活   など

(1)普段の暮らし
・ 1日 のスケジユール

・行事、ライフイベント

・ADL、 IADL
・他者交流の実際

'日 々の楽 しみ、趣味・嗜好

(2)社会生活の実際
・生活者にとっての健康障害の予防 (定期

健康診断、市町村による健康増進事業)

・持病に対する定期的な受診の継続
・病気やけがの際の受診行動
・生活習慣 (食習慣・運動習慣 )

。健康への思い

(1)交流施設の概要と利用者の健康活動の目的

(2)健康の維持・向上、貢献を目的とした施

設の概要と利用者の健康活動の目的

(3)高齢者施設の概要 と利用者の健康活動の

目的

(1)施設内における他者との交流とその効果

(2)健康を意識 した生活を継続するための行

動・工夫



日標 行動目標 実習内容

3.対象者の生活を支

えるために看護が

果たす役割につい

て考える。

4.看護学生として相

応しい学習態度を

身につける。

1)施設における看護師の役割

を述べることができる。

2)対象にあわ
―せた健康の維持・

増進に向けた援助の必要性

が理解できる。

1)学習者として誠実な態度で

学習できる。

(1)施設内における看護師の活動
・診療の補助
・日常生活の援助
・健康管理

(2)利用者を取り巻く職種と情報の共有

(3)家族支援

(1)施設利用者に対して行われるレクリエー

ションヘの参加

(2)レクリエーションの実施

(1)積極1的 に学習に参加

(2)常に目的をもって取り組む姿勢

(3)相手を尊重する態度



実習名   成人・老年看護学実習Ⅱ

時  期 2年  後期

単位 (時間) 2単位 (90時 間)

目的 :慢性的な経過をたどる対象者の健康問題を捉え、療養生活を支える援助を計画、実践できる。

目標 行動 目標 実習内容

1.成人期・老年期の

特徴をふまえ慢性

的な経過をたどる

姑象者の生活を捉

えることができる

2.1曼性的な経過をた

どる対象者の療養

生活を支援する看

護が実践できる

1)姑象者の発達段階や時間的

経過をふまえて健康障害に
ついて理解できる

2)現在の健康障害が生活に及ぼ

す影響について理解できる

3)姑象者の家族支援や社会資
源について捉えることがで

きる

4)対象者に必要な看護上の間

題を導き出すことができる

5)対象者の置かれている状況

をもとに、看護上の問題の

優先順位を導き出すことが

できる

1)対象者の生活機能の維持・

向上のために必要な看護計

画が立条できる

2)対象者の反応を捉えながら

看護を実施できる

(1)発達段階による影響

(2)健康障害を起こしている疾患・障害

(3)症状・障害の時間的経過

(4)治療や回復の経過

(1)発達課題

(2)対象者の健康時や入院前の生活状況

(3)入院後から現在の生活状況

(4)今後の生活への影響

(5)健康障害や治療に封する思い

(6)対象にとってのQOL

(1)家族からの支援状況

(2)家族の生活

(3)社会資源の活用状況

(4)治療や回復に対する家族の思い、希望

(5)家族の今後の生活への影響

(6)他職種からの情報

(1)統合 した看護問題や共同問題の抽出

(1)看護問題・共同問題の優先順位を明確化

(1)女ナヽ象者の「実行状況 (し ている活動 )」

だけでなく「能力 (で きる活動)」 を考

慮した計画立案

(2)女 lヽ象の強みを活かした計画立柔

(3)対象の意向や主体性を尊重した計画立案

(4)セルフケア能力に即した目標の設定

(5)今後の生活を見据えた計画立案

(6)多職種との連携を考慮した計画立案

(1)実施前 。中・後の対象者の表情・反応・

言動を確認しながら実施

(2)対象者の「している活動」だけでなく「で

きる活動」を考慮した実施

(3)対象者の状況変化に対応した実施

(4)多職種連携を活用した実施



日標 行動 日標 実習内容

8 看護学生としての

自己の役割や責任

を意識 し、常に誠

実に実習に臨める

3)実施した看護について、現

在の状況や今後の見通しを

踏まえて報告できる

4)実施 した希護について、対

象者の生活機能の維持・向

上に向けた評価ができる

1)自 己の課題を意識し、主体的

に学習に臨むことができる

2)相手を尊重 した言葉遣いや

立ち振る舞いで学習できる

3)グループメンバー・子旨導者・

教員への報告・連絡・相談

ができる

4)指示された決まり事が守れる

(1)対象者の状態変化の有無や実施 した看護

による影響を考察し報告

(2)現在起こり得るリスクや今後の生活を見

据えた報告

(3)適切なタイミングに報告

(1)対象者の状態変化の有無や実施した肴護

による影響の評価

(2)現在起こり得るリスクや今後の生活を見

据えた評価

(3)退院後の対象者や家族の生活を意識した

計画の修正

(1)事前学習や必要な自己学習

(2)自 ら省み学ぶ姿勢

(1)すべての人を尊重した学習姿勢

(1)適切なタイミングで必要な報告・連絡

相談

(2)互いの学びを深めるための情報共有

)守秘義務

)決まり事の遵守

１
と

つ
ね



実習名   成人・老年看護学実習Ⅲ

時  期 3年  前期

単位 (時間) 1単位 (45時間)

目的 :生命の危機的状況にある対象者や家族の特性を理解し、その医療現場における看護を考える

目標 行動 目標 実習内容

<救急部>
1 突然医療を必要と

する封象の生命を

守り、支援する看
護について理解で

きる

<ICU>
2 重篤な状況にある

姑 象 の生命 を守

り、療養生活を支

援する肴護につい

て実践を通 して理

解できる

3.危機的状況にある

対象者や家族の権
利や尊厳を考える
ことができる

4 危機的状況におけ
るチームの連携と

看護師の役割につ
いて理解できる

5 危機的状況におけ

るリスクマネジメン

トの実際とその必要

性が理解できる

6.看護学生としての

自己の役割や責任
を意識 し、常に誠

実に実習に臨める

1)診療の補助、生体機能の変
化に備えた観察を看護師と
ともに行い全身状態を捉え
ることができる

2)対象者の身体的苦痛の緩和
にむけた看護が述べられる

3)姑象者と烈族の心理・社会

的状況に関心を持ち、必要
な支援について述べ られる

1)集中的に治療・看護を必要
としている状況を捉え、異

常の早期発見のための観察
ができる

2)集中治療を受ける女ヽ}象者に

必要な援助を看護師ととも

に実施できる

3)対象者と家族の′い理 。社会

的状況に関心を持ち、必要
な支援について述べ られる

1)見学した場面や実践した看護
を倫理的密児′点で考察できる

1)ク リテイカルな場における

多職種連携の実際と看護師
の役割について考察できる

1)見学 した場面や実践 した看

護からリスクマネジメント
の机点で考察できる

1)自 己の課題を意識し、主体的
に実習に臨むことができる

2)相手を尊重 した言葉遣いや

立ち振る舞いで学習できる

3)グループメンバー・指導者・

教員への報告・連絡・相談
ができる

4)指示された決まり事が守れる

(1)侵襲の程度と乍.体反応

(2)健康障害を予測 した観察

(3)診療・治療・検査時の看護

(1)症状に応 じた看護の実際

(1)心理的援助

(2)社会的支援

(3)家族への支援

(1)侵襲に対する生体反応

(2)異常の早期発見

(3)診察・治療・検査時の看護

(1)合併症を予防するための援助

(2)回復を促進するための援助

(3)生活を整えるための援助

(1)心理的援助

(2)社会的支援

(3)家族への支援

(1)医療従事者からの説明の場而

(2)対象者・家族の思いや希望

(3)治療に伴う制限

(4)治療・療養環境

(1)対象者を取 り巻 く様々な職種

(2)各部署・職種間の連携の実際

(3)各部署での看護師の役割

(1)対象の安全

(2)医療者の安全

(1)事前学習や必要な自己学習

(2)自 ら省み学ぶ姿勢

(1)すべての人を尊重 した学習姿勢

(1)適切なタイミングで必要な報告・連絡

相談

(2)互いの学びを深めるための情報共有

(1)守秘義務

(2)決 まりごとの連守



実習名   成人・老年看護学実習Ⅳ

時  期 8年  前・後期

単位 (時 間) 2単位 (90時 間)

目的 :周術期にある対象者を理解し、看護が実践できる基礎的能力を養う

目標 行動 目標 実習内容

1 周術期にある対象

者を理解すること

ができる

2 周術期の段階に応

じた、紺 象者 に

とって必要な看護

を見出せる

8 周術期の段階に応

じて必要な援助を

考え、適切に実施

できる

4 看護学生としての

自己の役害よや貢任

を意識 し、常に誠

実に実習に臨めるЭ

1)手術によって起きる変化を

ふまえ、対象者の全体像を

捉えられる

2)手術侵襲によって起 きる対

象者の身体に生 じうるリス

クを予測 し、科学的根拠に

基づき対象者の健康状態を

判断できる

1)同行期の段階に応 じた、姑

象者にとって必要な看護を

見出せる

1)手術を心身ともに良好な状

態で臨めるための援助が考

えられる

2)手術侵襲から速やかに回復

するために必要な援助が見

出せる

3)手術侵襲から速やかに回復

するための必要な援助が実

施できる

4)手術という危機的状況や回

復過程において、対象者と

その家族が道応 していくた

めに必要な支援について考

えられる

1)自 己の課題を意識し、主体的

に学習に臨むことができる。

2)相手を尊重した言葉遣いや立

ち振る舞いで学習できる。

3)グループメンバー寸旨導者・

教員への報告・連絡・相談

ができる。

4)指示された決まり事が守れる。

(1)プロフィールの把握

(2)健康障害を考慮 した基礎情報の整理

(3)身体的・′とヽ理的・社会的な変化と生活ヘ

の影響

(1)仝身麻酔による影響

(2)手術侵襲に対
‐
する生体反応

(3)術式による身体機能の変化

(4)姑象者の健康状態からの影響

(1)リ スクマネジメント

(2)手術内容や経過をふまえた術後合併症の

優先順位

(1)術前指導

(2)術前処置

(3)心理的援助

(1)手術侵襲、麻酔による影響、術後生体反

応、創治癒過程をふまえた女ヽ∫象者の状況

(2)今必要な計画への4笏正

(3)侵襲から速やかに回復するための看護

(1)異常の早期発見と合併症予防

(2)苦痛の緩和

(3)療養生活を整えるための援助

(1)回復期における支援

(2)日 常生活の継続・再構築

(3)退院指導、退院調整

(4)多職種協働・連携

(1)事前学習や必要な自己学習

(2)自 ら省み学ぶ姿勢

(1)すべての人を尊重 した学習姿勢

(1)適切なタイミングで必要な報告・連絡

相談

(2)互いの学びを深めるための情報共有

(1)守秘義務

(2)決 まりごとの連守



実習名   成人・老年看護学実習V (エ ンドオブライフケア)

時  期 3年  前・後期

単位 (時 間) 1単位 (45時 間)

目的 :エ ンドオブライフケアが必要な対象者を理解し、看護が実践できる能力を養う

目標 行動 目標 実習内容

1.終末期および緩和
ケアを必要とする

対象者と家族を総

合的に理解できる。

2 対象のニーズとQ
OLをふまえ対象
に必要な看護につ

いて考えられる。

3.対象のニーズとQ
OLをふまえ対象
に必要な看護が実

践できる。

4.人生の最終段階を

刺させる看護の意

義・役割について

理解できる。

5.エ ンドオブライフ

ケアについて自己

の考えを述べるこ

とができる。

1)対象者やその家族が現在の

状況に至るまでの経過につ

いて理解できる。

2)対象者および家族 (周囲の

人)の全人的苦痛について

理解できる。

1)対象者に必要な全人的ケア

とその意義について述べら

オ化る。

1)対象者と家族を尊重 した関

わりを実施できる。

2)対象者と家族の反応の意味
を考え、自己洞察できる。

1)チームアプローチの意義と

看護の役割について理解で

きる。

1)倫理的課題について考えら

れる。

2)自 己の死生観・看護観につ

いて論述できる。

(1)ACPの 経過

(2)意思決定支援

(3)死の受容過程、悲嘆のプロセス

(4)対象者や家族のおもい

(1)身体的苦痛、精神的苦痛、社会的苦痛、

スピリチュアルな苦痛

(2)対象者のエーズ

(3)家族の現在の状況と家族の抱える苦痛

(4)家族のニーズ

(5)それぞれの苦痛の関連性

(1)仝人的苦痛に対する援助の実際
①身体的な意義
②精神的な意義
③社会的な意義
④スピリチュアルな意義

(2)暮 らす中での多様な支援
(3)家族の参力Πと家族への援助

(1)姑象者や家族のおもいの受け止め方

(2)さ まざまな寄 り添い方

(1)反応の意味

(2)自 分の言動の省察

(1)緩和ケア病棟やホスピスの役割と機能

①グリーフケア

②デスカンファレンス など

(2)チームメンバーの専門性

(3)構成メンバーによる活動の実際

(4)チームアプローチにおける看護の役割

(1)倫理的課題が生 じる場面・状況

(2)生 じたジレンマについて考える

(1)実習での学びをもとに、白己の死生観に

ついて考える

(2)実習での学びをもとに、自己の看護観の

変化や、看護観に与えた影合について考

える



日標 行動目標 実習内容

6.学習者として真攀
な態度で学習する
ことができる。

1)自 己の課題を意識し、主体的
に学習に臨むことができる。

2)相手を尊重した言葉遣いや立

ち振る舞いで学習できる。

3)グループメンバー・指導者・

教員への報告・連絡・相談
ができる。

4)指示された決まり事が守れる。

(1)事前学習や必要な自己学習

(2)自 ら省み学ぶ姿勢

(1)すべての人を尊重した学習姿勢

(1)適切なタイミングで必要な報告・連絡・

相談

(2)互いの学びを深めるための情報共有

(1)守秘義務

(2)決 まりごとの連守



実習名   小児看護学実習

時  期 3年  前・後期

単位 (時 間) 2単位 (90時 間)

目的 :あ らゆる健康レベルにある子どもとかかわり、子どもの成長・発達や特性を理解する。また、

健康な子どもや一時的な症状により診療や加療が必要な子ども、さらに地域で生活する障が

いのある子どもに対する看護を理解し、その基礎的能力を養う。

1 小児保健医療センター 実習

目的 :子 ども専 F写病院の役割や医療・保健・福祉・孝文育との連携の実際を知り、療養する子ども

の成長発達を促す看護や家族支援について理解できる。

2.保育園・認定こども園 実習

目的 :子 どもとの遊び・生活面の援助を通して健康な子どもの成長・発達を理解し、基本的生活

習慣を獲得するための子どもとの関わりについて理解できる。

日標 行動日標 実習内容

1 子どもの医療・保健・

福祉・教育 (療育)

との連携の必要性

と看護の役害Jに つ

いて理解できる

1)小児専門病院の特徴や、医

療・保健・福祉・教育 (療

育)と の連携の実際を知 り、

看護の役割と機能について

述べことができる

2)慢性疾患や先天性疾患をも
つ子 どもの入院生活 を支

え、よりよい成長発達を促

すための看護の役割につい

て述べることができる

(1)小児保健医療センターの見学

①設立目的・理念

②施設の概要 (各部門、職種、他職種と
の連携、看護体制など)

(2)外来・病棟の見学
①子ども・家族への配慮
②子どもへの安全・安楽の工夫
③継続支援の実際

(1)乳幼児病棟・学童病棟の見学

①入院生活の実際
。一日の過ごし方 (リ ハビリを含めた

治療・学習・遊びなどの余暇時間など)

。日常生活援助への工夫 (入浴・食事・

排泄など)

。安全・安楽への配慮
・予防的ケア
・病棟での保育 (個別・集団)

・学習の保障 (登校・下校時の援助など)

②家族支援 (面会時のかかわりなど)

日標 行動日標 実習内容

1.地域で生活する健康

な子どもの成長発達

に応じた養育と看護

が理解できる

1)各発達段階における乳幼児
の成長・発達について対象

者の特徴について述べるこ

とができる

2)成長発達を促すため意図的

に関わることができ、考察

ができる

(1)形態的発達

形態的変化 (身長、体重、歯、頭位・体

幹・四肢など)

(2)機能的発達

運動機能 (粗大・微細)

(3)心理・社会的発達

認知・言語、自我・社会性

(1)成長発達を促すための遊びや行事、学習

(2)成長発達に応 じた遊びや学びの提供 (玩

具・遊具・教材の活用)

(3)養育支援、学習支援



3)基本的生活習慣の確立や社

会生活の自立に向けての援

助について述べることがで

きる

4)健全な生活を送るための支

援について述べることがで

きる

5)健康保健指導を計画 し、実

施・評価できる

(1)園での子どもの日常生活の観察

(2)基本的日常生活習慣の自立と獲得に向け

ての援助

(食事、排泄、睡 H民 、衣服の着脱 。清潔

の援助等 )

(3)生活リズムの確立に向けての支援

(1)保育園・子ども園の概要
①園の構造

②保育体制

③保育国の規則・日課・行事
(2)子 どもやその家族の多様な生活背景
(3)成長発達を促す健全な生活のための支援

①健康管理と健康教育
②安全管理と安全教育
③家庭と園との連携
④支援を要する子どもへのかかわりやサ

ポートシステム、就学支援

(1)健康保健指導計画の立案
①児の成長発達の特徴
②わかりやすい内容の工夫

(2)児の反応をみながらの指導の実際
(3)リ フレクション

3.養護学校 実習

目的 :障がいや疾病を併せ持つ子どもの集団学習を見学 し、生活面の介助や支援について、また

養育の側面から医療ケア児への看護の必要性について学ぶ

日標 行動 日標 実習内容

1 障がいや疾病を併

せ持つ子どもの生

活面の介助や支援

および医療ケア児
への看護の必要性

が理解できる

1)障がいのある子どもの成長

発達の特徴を知 り、子ども

の港在的能力を引き出す為

に必要な関わりついて述べ

ることができる

2)障がいのある子どもの安全確

保のための支援のあり方につ

いて述べることができる

(1)教育体制や職員の構成

①特別支援学校の教員の役割
②学校看護師の役害↓

(2)児童の障害と発達に応じたかかわり

①クラスの特徴
②自立支援 (潜在能力を引き出すための

支援 )

③医療的ケアが必要な児童の概要と援助
の実際

④日常生活に支援を要する児童の概要と

援助の実際

(3)ク ラスや集団での学習活動の意義

(1)子 どもの障がい特
′
性とそこから生 じる危

険因子

(2)障がいのある子どもに起こりやすい事故

(3)障がいのある子 どもに射する安全確保の

支援



4.小児科外来や病児・病後児保育 実習

目的 :健康障害によリー時的に何らかの症状がある子どもと家族に与える影響を考えてコミュニ

ケーションや子どもの成長・発達に応 じた援助について理解できる。

5.事後レポート

日標 行動 日標 実習内容

1 外来にて、健康障

害のある子どもと

家族が理解 し、看

護が実践できる

2 病児保育にて、診

療や加療が必要な

子どもへの援助や

看護が実践できる

1)健康障害による症状が子ど

もと家族に与える影響を理

解できる

2)子 どもの成長・発達をふま

え、安全・安楽な看護が実

施できる

1)加療が必要な子どもの健康

問題を理解 し、基本的生活

習慣への影響や家族への影

響を考察できる

2)子 どもの健康障害をふまえ

た日常生活の援助や看護が

実施できる

(1)疾患や症状から出現する子どもの反応

(2)子 ども 。家族の疾患や症状に対する思い

(3)子 どもの反応の意味について考察

(4)姑象者を尊重 したコミュニケーションの

実践

プレパレーション、ディス トラクション

の活用

安全性 。安楽性・自立性・経済性を考慮

した実施

小児特有の看護援助の見学 。一部介助

①日常生活援助 (清潔・食事・つFI世 など)

②検査 (採血・採尿・腰椎穿刺・レント
ゲンなど)

③薬物療法 (輸液療法・吸入・座薬 ,経

日与薬など)、 服薬指導
⑤処置 (酸素吸入・吸引・浣腸・身体抑
制など

子どもと家族に応じた説明と同意を見学

(1)

(2)

(3)

(4)

１
■
　

つ
る
　
０
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今回の症状の経過

健康障害による影響・変化

症状に応 じた看護の解釈 ,分析

(1)子 どもと家族の意向・生活リズムに合わ

せた援助

(2)安静や隔離が必要な子どもの生活の中で

の遊びについて考察

(3)安全性・安楽性 ,自 立性・経済性を考慮

した実施

(4)小児特有の看護援助の見学・一部介助

①日常生活援助 (清 i累・食事。排泄など)

②薬物療法 (座薬・経口与薬など)

目標 行動 目標 実習内容

小児看護について

発展的に考え、述
べることができる

1)自 己の子ども観・小児看護

観についてレポートで論述

することができる

(1)子 どもの成長・発達に応 じた養育や看護

(2)あ らゆる健康レベルに応 じた看護

(3)子 どもの権利、権利擁護 (ア ドボカシー)

(4)遊びと学び

(5)地域での生活するための継続支援 (保健・

医療・福祉・教育との連携 )



6.態度面 (学習姿勢)

目標 行動 目標 実習内容

1 看護学生としての

自己の役割や責任
を意識し、常に誠
実に実習に臨める

1)自 己の課題を意識し、主体
的に学習に臨むことができる

2)相手を尊重した言葉遣いや
立ち振る舞いで学習できる

3)グループメンバー,指導者・

教員への報告・連絡・相談
ができる

4)指示された決まり事が守れる

(1)事前学習や必要な自己学習

(2)自 ら省み学ぶ姿勢

(1)すべての人を尊重した学習姿勢

(1)道切なタイミングで必要な報告・連絡 `

相談

(2)互いの学びを深めるための情報共有

(1)守秘義務
(2)決 まりごとの遵守



実習名   母性看護学実習

時  期 3年  前・後期

単位 (時間) 1単位 (90時 間)

目的 :妊娠・分娩・産1厚
区期及び新生児期のある姑象の特徴を理解 し、健康レベルの高い対象に対し

て強みを見出し持てる力を引き出すことで、より健康を向上させるための看護を実践する基

礎的能力を養う。

目標 行動 目標 実習内容

1.妊娠期にある対象

者の看護が理解で

きる。

2 分娩期にある対象

者の看護が理解で

きる。

3 産褥期にある対象

者の看護が理解で

きる。

4 マタニテイサイク

ルにある紺象に必

要な看護が実践で

きる。

5 日齢に応 じた新生

児の看護が実践で

きる。

1)妊娠期の対象から、週数に

応 じた妊婦への看護につい

て述べることができる。

1)妊娠期から産褥期のつながり

を踏まえて分娩期の看護につ

いて述べることができる。

1)褥婦の観察ができ、産褥日

数に応じた経過をたどって

いるかどうかについて述べ

ることができる。

2)臨床判断に基づき、産褥日

数に応 じた援助について述

べることができる。

1)妊娠期・分娩期・産褥期の

射象に必要 な看護 を見出

し、援助の実施ができる。

1)新生児の観察ができ、日齢

に応 じた経過をたどってい

るかについて述べることが

できる。

2)臨床判断に基づき、日齢に

応 じた援助について述べる

ことができる。

3)胎外生活への適応を促す援

助を安全安楽に実施するこ

とができる。

(1)入院管理の必要な妊婦への看護

(2)妊婦健康診査の見学

(1)分娩期の姑象への看護

(経腟分娩及び帝王切開術の分娩見学)

(1)褥婦の情報収集とアセスメント

①退行性変化

②進行性変化

③母親役割の獲得状況/社会資源の活用

(1)看護の方向性を見出す

①退行性変化を促す肴護

②進行性変化を促す看護

③母親役割獲得を促す看護
・保健指導の見学
・産褥 2週間健診の見学

(2)退院後の生活を見据えた保健指導の実施

(1)受け持ちの紺象に必要な看護の実践

①妊娠期の看護

②分娩期の看護

③産褥期の看護

(1)新生児の情報収集

(2)胎外生活への適応過程のアセスメント

(1)看護の方向性を見出す

①胎外生活への適応を促す看護

(1)胎外生活適応を促すための看護

(2)日 常生活援助

清潔援助・更衣 。おむつ交換・哺乳・排

気など



日標 行動日標 実習内容

6.「命」及び親性(母性・

父性)に ついて、

自Eと の考えを述べ

ることができる。

7 母性看護観を述べ

ることができる。

8.看護学生として相

応しい態度で臨む

ことができる。

1)生命の誕生や命を育む過程を

学び、親性 (母性・父性)を

育む看護について自己の考え

を述べることができる。

1)実習での学びから自己の母

性看護観を述べることがで

きる。

1)学習者として主体的に誠実

な態度で学習できる。

2)相手を尊重した言葉遣いや立

ち振る舞いで学習できる。

3)グループメンバー、指導者、

教員への報告・相談・連絡

ができる。

4)指示された決まりごとが守

れる。

(1)マ タニテイサイクルにある対象への看護

の実際

(1)実習全体を通 して学んだことを踏まえた

母性看護観を考察し、レポートにまとめる

(1)自己の課題を見出し、主体的に学習できる

(1)相手を尊重する姿勢

(1)報告・連絡・相談

(1)決 まりごとの遵守



実習名   精神看護学実習

時  期 3年  前・後期

単位 (時 間) 2単位 (90時 間)

目的 :精神に障害を持つ針象を理解し、看護師が対象者に与える影響を考えながら、対象者を中′と、

とした看護が実践できる能力を養う。

日標 行動 目標 実習内容

1 精神に障害を持つ

対・象者を理解する
ことができる

2 紺象者の持てる力
を活かした看護が

実践できる

3.精神保健医療福祉
の連携 と看護の役

割を理解すること

ができる

4 看護学生として相
応 しい学習態度を

身につける

1)生 きてきた背景をふまえて、

紺象者の現在の状況につい

て捉えることができる

2)対象者の精神症状とそれに
対する治療が対象者のくら
しへの影響を解釈・分析で
きる

3)紺象者を統合体として理解
し、看護問題を導き出すこ
とができる

4)姑象者の個別性をふまえた

看護計画が立案できる

1)対象者の自己決定を支援し、
生活が自立に向かうための

援助ができる

2)患者一看護師関係における

自己の看護実践を客観的に

省察できる

3)対象者の生活が自立に向かう
ための継続 した支援を考慮
し、看護計画を評価できる

4)日 々の関わりを報告できる

1)精神障害者の地域生活支援
について自己の考えが述ベ

られる

1)自 己の課題を意識し、主体的
に学習に臨むことができる

(1)生 きてきた背景

(2)健康障害の視′点

(3)生活者としての視点

(1)精神症状の有無と状態

(2)薬物療法の効果、副作用や留意点

(3)精神療法・作業療法それぞれの目的

(4)生 きてきた背景が及ぼす くらしへの影響

(1)対象者の困りごとや今後の希望

(2)看護介入の必要性の明確化

(3)解釈・分析した要因と看護問題との関連性

者の強みを活かした看護計画

(リ カバリー)の視点

対象者の意向やペースに配慮 した援助

対象者自身の思いや考えの表出を支援

対象者の生活が自立に向かうための援助

姑象者の反応に対応 したコミュニケー

ションの実践

(1)相互関係で生 じた学生自身の思い・感情・

身体感覚

(2)自 己のコミュニケーションの特徴を客観

的に省察

(1)紺象者の生活が自立に向かうための継続
した関わり

(2)日 標の妥当性を含めた看護計画の評価

(1)現在の状況 '起 こり得るリスクを考察し

報告

(2)自己の意図的関わりや対象者の反応を報告

利用者・療養者の生活状況

施設の概要と活動内容

利用者・療養者に必要な支援

(1)積極的に自己の課題に取 り組む

(2)相手を尊重する態度

(3)約束を守る

象

復

対

回

１
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１
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実習名   統合実習

時  期 3年  後期

単位 (時間) 2単位 (90時 間)

目的 :こ れまで学んだ知識・技術・態度を統合し、臨床現場に近い実習を通して医療チームの一員と

して役割遂行を目指した看護実践力を高める

日標 行動日標 実習内容

1 看護サービスのマ

ネジメントにおい

て、マネジメント
プロセスの実際が
理解できる

2 看護ケアマネジメ
ントにおいて、24

時間を通 しての実
際が理解できる

3 医療チームとして看
護の実践ができる

4 1年生への指導が
できる

5 看護学生としての

自Eと の役割や責任
を意識 し、常に誠
実に実習に臨める

1)看護局の役割が述べられる

2)病棟師長の業務 と役割が述
べられる

1)リ ーダー・メンバーを通して
指示・命令・指導の実際が理
解できる

2)夜勤帯の看護実際を通 して
対象者の安全・安楽を確保
する援助が理解できる

1)複数の受け持ち対象者に対
し、健康状態をふまえた一

日 (24時 間)の生活を考慮
した行動計画が立案できる

2)複数の受け持ち対象者のそ
の時の状況をふまえた実施
ができる

3)実施した看護について評価
ができる

4)複数の受け持ち対象者に対
し立柔 した行動計画につい

て評価できる

1)適切に実施するための支援
ができる

2)1年生の理解が深まる指導
ができる

1)自 己の課題を意識し、主体的
に学習に臨むことができる

2)相手を尊重した言葉遣いや
立ち振る舞いで学習できる

3)グループメンバー・指導者・教員
への報告・連絡・オロ談ができる

4)指示された決まりごとが守
れる

(1)病棟師長業務の実際
(2)看護局との連携
(3)病棟の特殊性

リーダーの役割と業務
メンバーの役割と業務
リーダー、メンバーとの調整
多職種、家族との調整
看護の継続性

1)夜勤帯の看護体制
2)対象者の安全を守る援助
3)対象者の安楽を確保する援助
4)夜勤帯の入院受け入れ

(1)受 け持ち対象者の看護診断・看護 目標・

看護計画が立案された根拠
(2)受け持ち対象者の状態・状況から、必要な

援助と優先順位を考慮した1日 の行動計画

(1)援助の実施におけるリーダー、メンバー
との調整

(2)対象者の状態に応じた方法の選択
(3)姑象者の反応を捉えながらの実施

1)対象者の目標に基づいた評価
2)次の援助へ向けた計画の4多正

(1)計画と実際についての要因分析
(2)紺象者の状態を捉えた変更
(3)実施 した行動計画の評価

)1年生との調整
)1年生との援助の実施 と報告

(1)実施をふまえた 1年生への助言

1)事前学習や必要な自己学習
2)自 ら省み学ぶ姿勢

(1)仝ての人を尊重 した学習姿勢

(1)適切なタイミングで必要な報告・連絡・相談
(2)互いの学びを深めるための情報共有

１

２

1)看護局の組織
2)看護局の目標
3)病棟との連携
4)看護局の意義

1)守秘義務
2)決 まりごとの連守
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５


